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　すがすがしい初夏の休日。マリン大橋を望む漁港周
辺では、多くの人が散歩や釣りを楽しんでいました。
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どんちっちとは？
　どんちっちとは、石見神楽の囃

はや

子
し

を表現する幼児言葉で、それが転じて石見神楽全体を意
味するようになりました。
　「どんちっちアジ」「どんちっちノドグロ」「どんちっちカレイ」が、山陰・浜田を代表す
るブランド魚「どんちっち三魚」として、人気が高まっています。

　浜田の水産ブランド「どんちっち」は、生産者・
市場開設者・流通・加工・消費者代表・研究機関・
行政など市内水産関係11団体で構成された「浜田市
水産物ブランド化戦略会議」（事務局：本庁水産課内）
において推進されています。
　近年は、東京をはじめとした首都圏や近隣の大消
費地・広島へも「どんちっち三魚」の取引が拡大し
ています！

「どんちっち」は浜田市の登録商標です。
（登録第４６８８１９０号）

【特集】
浜田の水産ブランド
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　従来から島根県西部沖で獲れるマアジは脂ののりが
よく、旬の時期はトロにも匹敵すると言われてきました。
　島根県水産技術センターにおいて浜田のマアジの旬
を解明すべく、脂質含有量の周年変化の調査が行われ
ました。その結果、浜田漁港に水揚げされるマアジは
他産地のものより脂質含有量が多く、旬には10％を超
え、ときには15％を超えることが明らかになりました。
　そこで厳しいブランド規格を設定し、「どんちっち
アジ」の品質を保持しています。

おいしさの秘密は？
　脂がのっておいしいと言われるのは、脂質含有量が
多いためです。ではなぜ、山陰・浜田のマアジは脂質含
有量が全国平均を大きく上回っているのでしょうか？
　それは、島根県西部沖には“カラヌス”と呼ばれる
体の半分以上が脂で構成されているプランクトンが無
数に生息していて、これが島根県西部沖のマアジの栄
養源となり、豊富な脂質含有量に関連しているのでは
ないかと考えられています。
　市場では、島根県水産技術センターが開発した全国
初のポータブル脂質測定器を用いて、脂質含有量が瞬
時に測定されています。

※脂質含有量：島根県西部沖マアジ10％以上・全国平均6.9％
〈出典：島根県水産技術センター調査データより〉

全国初のポータブル脂質測定器

科学的データに裏打ちされた
おいしさの証明

科学的データに裏打ちされた
おいしさの証明

どんちっちアジどんちっちアジ
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　アカムツは体表が赤色ですが、のどの奥が黒いこ
とから浜田地方では「ノドグロ」と呼ばれており、
現在、浜田市の魚に指定されています。
　島根県沖から山口県沖にかけては、日本有数の漁
場であり、その中でも島根県機船底曳網漁業連合会
に所属する法人が沖合底曳網で漁獲し、浜田市場で
８月～１月に扱われる、サイズが150ｇ以上の鮮魚
を「どんちっちノドグロ」としてブランド規格にし
ています。
　マグロのトロにも匹敵するほど脂質含有量が豊富
で、身はやわらかく、煮付け料理が一般的ですが、
塩焼き・刺身・蒸しもの・魚すきなども大変おいし
い高級魚です。

アカムツの脂質について〈出典：島根県水産技術センター調査データより〉

ノドグロでも瞬時に脂質含有量を表示！
出典：島根県水産技術センター 大人気のどんちっちノドグロ干物

脂ののりはトロにも匹敵
「浜田市の魚」に指定されています
脂ののりはトロにも匹敵
「浜田市の魚」に指定されています

どんちっちノドグロどんちっちノドグロ
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　カレイは、合併前の浜田市では「浜田市の魚」に選定さ
れたほど、親しまれてきた魚です。
　浜田漁港で水揚げされるカレイのうち、代表的なものは
「ミズカレイ」・「エテカレイ」・「ササカレイ」です。
　塩干品は浜田市周辺の特産品のひとつにもなっています。
特に一夜干は絶品で、産卵前の時期に脂がのり、淡白な中に
も上品な味わいが人気を呼んでいます。焼いてもおいしく、
白身の絹のような身質に加え、うまみ・甘み・脂質分が適度
に混在しているところが人気のゆえんと言われています。
　島根県機船底曳網漁業連合会に所属する法人が浜田漁港
で水揚げし、一定の基準を満たすものを「どんちっちカレ
イ」としてブランド化しています。

出典：島根県水産技術センター調査データより

カレイ塩干品中のうまみの成分
イノシン酸（IMP）含有
イノシン酸（IMP）含有（umol/g）

70トンクラスの２艘曳き機船底曳網により、
どんちっちカレイが漁獲されます。 干物にすることにより、うまみが一層熟成されます。

　　　塩干品の生産量は全国１位
子持ち“ササカレイ”の一夜干は特に美味

　　　塩干品の生産量は全国１位
子持ち“ササカレイ”の一夜干は特に美味

どんちっちカレイどんちっちカレイ
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　魚をおいしく食べてもらうためには、安全・安心な魚を提供し
ていく努力が必要です。魚を保存する場合、温度が高ければすぐ
に痛んでしまいますし、逆に温度を下げすぎても、生食の場合、
おいしくいただくことができません。
　浜田市水産物ブランド化戦略会議では、こうした問題を解決す
るため、島根県水産技術センターの協力を得て、船内の冷海水の
水温・塩分濃度・魚体温度など、魚の鮮度保持に関する数値の測
定を行い、分析データに基づく適切な鮮度管理に取り組んでいま
す。また、水揚げから市場出荷までの行程において殺菌冷海水を
使用するなどの取り組みも行っています。

　また、水産ブランド「どんちっち」は、単
なる名称の統一だけでなく、加盟店では、品
質管理の徹底・規格の厳守・ブランドの明示
などに取り組んでいます。
　さらに、脂質測定などを通じて、そのおい
しさは科学的根拠で裏付けられ、東京をはじ
めとした首都圏や、広島など、県内外で高い
評価を得ています。

島根県水産技術センターの協力による
魚体温度測定の様子

脂ののりが抜群のどんちっちアジ、
平均脂質10％以上！

このシールが目印です

JR浜田駅南口自由通路

広電高速バス
鮮魚運搬トラック 広島PRセンター公用車 広電路面電車

JR浜田駅南口階段踊り場

広電市内バス

浜田市マイクロバス

アストラムライン県庁前駅

安全で安心なブランドのための取り組み安全で安心なブランドのための取り組み

水産ブランド「どんちっち」の販路拡大の取り組みが各地で始まっています水産ブランド「どんちっち」の販路拡大の取り組みが各地で始まっています
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【仲卸業者（消費市場へ出荷）】
事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種 事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種

㈲活魚植野 熱田町1695-3 �０６０９ ３魚取扱い 福田水産㈱ 原井町3050-6 �８１１０ ３魚取扱い
漁業協同組合ＪＦしまね
石見統括事業所 原井町3025 �９３３３ ３魚取扱い ㈲マルセイ 原井町3050-38 �３４３１ マアジ

㈱室崎商店
あけぼの冷凍工場 原井町3050-3 �２８００ ３魚取扱い㈲久保商店 三隅町三隅1406 �０１４４ マアジ

㈱島水 原井町3050-28 �３３１１ ３魚取扱い ㈲山本一枝商店 原井町3050-4 �０７６１ マアジ

【小売店】
事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種 事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種

㈱油屋 浅井町885-1 �１１１０ ３魚取扱い スーパーセンター
トライアル浜田店 周布町イ61-1 �７９８０ ３魚取扱い

㈱イズミゆめタウン
浜田店 港町227-1 �７７００ ３魚取扱い

地域交流物産館
森トピア

江津市波子町
ロ451-6

０８５５ 
�３１００ ３魚取扱い㈲一番街（プリル） 黒川町137-1 �７２７０ マアジ

㈱ウシオ 出雲市今市町609 ０８５３
�２５４０ ３魚取扱い 中井鮮魚店 浅井町272 �２３９８ ３魚取扱い

㈱服部タイヨー 浅井町884-2 �６０００ ３魚取扱い
㈲内田鮮魚店 相生町3765-16 �１１４７ ３魚取扱い 原田鮮魚店 瀬戸見町16-1 �１６８８ ３魚取扱い
Ａコープみすみ 三隅町三隅 �２４００ ３魚取扱い ㈲本田商店 松原町9 �００５０ ３魚取扱い
㈱エビス 蛭子町33 �１０８４ ３魚取扱い 松下鮮魚店 松原町42 �０２９６ ３魚取扱い
角田鮮魚店 高田町6-1 �２１９７ ３魚取扱い ㈱マックスパワー 松江市北陵町1 ０８５２ 

�３９３９ ３魚取扱い
㈱キヌヤ 益田市常磐町

4番38号
０８５６ 

�０４６０ ３魚取扱い 山末鮮魚店 長沢町3240 �０７８５ ３魚取扱い
しまねお魚センター
（㈱はまだ特産品センター直営店) 原井町3050-46 �５５００ ３魚取扱い 山本鮮魚店 真光町25 �４５５６ マアジ

ゆうひパーク浜田㈱ 原井町1203-1 �８０００ ３魚取扱い
島根さんれい㈱ 原井町3050-7 �３２２５ ３魚取扱い 渡辺鮮魚店 片庭町81 �１４１６ ３魚取扱い
新家商店 元浜町153 �２０３７ ３魚取扱い

【料理店】
事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種 事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種

会津屋八右衛門
（ゆうひパーク浜田）原井町1203-1 �８０００ ３魚取扱い 御料理仕出し処さとう 田町109-3 �１６３７ ３魚取扱い

寿しかつ 片庭町35 �１８５５ ３魚取扱い

味処もと家 松江市白潟本町5 ０８５２ 
�０２６８ ３魚取扱い 鈴蘭本館 天満町40-2 �０５７８ ３魚取扱い

むさしの 錦町22-1 �０３６８ ３魚取扱い
居酒屋SAKURA 浅井町86-25 �５２４８ ３魚取扱い れすとらん異溜香

（アクアス隣接） 久代町1117-2 �１１２２ ３魚取扱い植本家（本店・支店) 栄町7-2 �１２５５ ３魚取扱い

【ホテル・旅館】
事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種 事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種

国民宿舎千畳苑 下府町2164 �１２５５ ３魚取扱い マリーンホテルはりも 三隅町古市場
1130-3 �０３７０ マアジホテル松尾 黒川町4185 �２５２０ ３魚取扱い

【加工業者（開干し・一夜干）】
事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種 事業者名 住所 電話番号 取扱い魚種

㈱大磯 原井町3050-2 �４８３８ ３魚取扱い 島根県立
浜田水産高等学校 瀬戸ケ島町25-3 �３０９８ マアジ・

ノドグロ㈲大秀商店 国分町2204-30 �００７８ ３魚取扱い

㈲岡富商店 大田市久手町
波根西1988-3

０８５４ 
�３９７５ マアジ ㈲寿山商店 八束郡東出雲町

揖屋町2510-6
０８５２ 

�２３３１ マアジ

㈲香住屋 田町82-13 �０６６６ ３魚取扱い ㈲善田乾魚店 国分町1980-1 �１１７０ ３魚取扱い

㈲かね利 江津市敬川町
2294-6

０８５５ 
�０７８０ ３魚取扱い ㈲多田商店 港町298-13 �１４１１ カレイ

橋本水産㈱ 原井町3050-21 �０６２３ カレイ

㈲カネヤ商店 松江市鹿島町
古浦601-101

０８５２ 
�０２３５ マアジ ㈲ひらの商店 瀬戸見町17 �０４１８ ３魚取扱い

㈲本田商店 松原町9 �００５０ ３魚取扱い
北村商店 朝日町10-2 �１０３７ ３魚取扱い ㈱丸新江津支店 江津市敬川町

2314-1
０８５５ 

�１１１１ ３魚取扱い
㈲小伊津海旬房 出雲市灘分町

1901-11
０８５３ 

�９５００ マアジ ㈲みなと水産 原井町3050-27 �１１３９ ３魚取扱い
㈲幸榮物産 長浜町1341-1 �０８１８ ３魚取扱い ㈲山本一枝商店 原井町3050-4 �０７６１ ３魚取扱い
㈲幸中川 港町279 �０９３６ ３魚取扱い 若女食品㈱ 原井町3050-8 �０５６７ マアジ
河野乾魚店 長浜町1412 �０１３６ ３魚取扱い ㈱和田珍味 大田市五十猛町

1559-3
０８５４ 

�０６１１ ３魚取扱い㈲サエキ 殿町35-2 �１２７１ ３魚取扱い
㈱シーライフ 瀬戸見町37-18 �３１０５ ３魚取扱い ㈲渡邊水産 出雲市浜町

1987-1
０８５３ 

�６５５５ ３魚取扱い㈱島水 原井町3050-28 �３３１１ ３魚取扱い

　どんちっち三魚をお買い求めの際は、下記の取扱い事業者までお問い合わせください。

問い合わせ先　本庁水産課（☎内線３５３・３５４）

近隣のどんちっち取扱い事業者一覧近隣のどんちっち取扱い事業者一覧
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

6月6日㈰「萩・石見空港存続総決起大会」にて
（萩・石見空港存続を訴える劇団くちぶえの皆さん）

　

６
月
上
旬
、「
萩
・
石
見
空
港

存
続
総
決
起
大
会
」
が
益
田
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
溝
口
・
島
根

県
知
事
や
野
村
・
萩
市
長
ら
圏
域

の
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、「
萩
・

石
見
空
港
の
存
続
と
利
用
促
進
」

に
向
け
た
決
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
月
31
日
、
全
日
空
か
ら
国

土
交
通
省
に
対
し
て
、
萩
・
石
見

空
港
の
大
阪
便
を
、
来
年
１
月
４

日
を
も
っ
て
運
休
す
る
旨
の
届
け

が
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
た
び
の
、

萩
・
石
見
空
港
大
阪
便
の
運
休
は
、

高
速
交
通
網
が
未
整
備
で
あ
る
石

見
地
域
の
経
済
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
昨
年
の
搭
乗
率
は
東
京
便

が
50
・
６
％
、
大
阪
便
は
39
・
６
％

で
あ
り
、大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

萩
・
石
見
空
港
は
、
平
成
５
年

７
月
に
開
港
し
ま
し
た
。当
初
、“
石

見
空
港
”
と
し
て
開
港
い
た
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
首
都
圏
か
ら

の
誘
客
の
増
大
を
図
る
た
め
、
知

名
度
の
高
い
萩
市
の
地
名
を
冠
し

“
萩
・
石
見
空
港
”と
な
り
ま
し
た
。

　

空
港
建
設
の
計
画
は
、
久
し
ぶ

り
に
登
場
し
た
、
石
見
地
方
出
身

の
恒
松
制
治
県
知
事
の
誕
生
し
た
、

昭
和
50
年
代
前
半
ま
で
遡
り
ま
す
。

当
時
、
高
速
道
路
や
空
港
の
計
画

が
持
ち
上
が
り
、石
見
圏
域
の
発
展

の
た
め
、石
見
各
市
が
協
力
し
て
県

と
の
連
携
の
も
と
、浜
田
は
高
速
道

路
、益
田
に
は
空
港
、大
田
は
石
見

銀
山
の
整
備
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
、
目

標
を
設
定
し
て
、石
見
圏
域
一
体
と

な
っ
て
実
現
に
向
け
、取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
浜
田

市
に
は
中
国
横
断
自
動
車
道
広
島

浜
田
線
が
開
通
し
、
益
田
市
に
は

石
見
空
港
が
開
港
し
、
石
見
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
石
見
地
域
一
丸
と

な
っ
て
完
成
さ
せ
た
石
見
空
港
が
、

現
在
、
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
空
港
が
閉
鎖
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
石
見

地
域
に
と
っ
て
致
命
的
な
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
す
。
浜
田
市

議
会
６
月
定
例
会
で
も
、
多
く
の

議
員
か
ら
積
極
的
な
利
用
促
進
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
あ
え

ず
、
将
来
の
存
続
さ
れ
る
か
ど
う

か
に
つ
な
が
る
、
来
年
１
月
４
日

ま
で
の
大
阪
便
の
利
用
を
高
め
る

た
め
に
議
会
や
職
員
の
利
用
だ
け

で
な
く
市
民
へ
の
協
力
の
呼
び
か

け
、
江
津
及
び
大
田
両
市
な
ど
へ

も
強
力
な
働
き
か
け
を
行
う
、
な

ど
の
意
見
が
続
出
し
た
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　私は小さい頃から自分は「日系アメリカ人
（Japanese American）」であると思ってきま
した。このような言い方は、アメリカでは普通で
す。しかし、浜田市に来てから、「日系アメリカ
人です」と言うと、「ハーフですか？」と必ず聞
かれます。私が両親両方とも日本人であることを
説明すると、「それなら、カレンさんは日本人な
のですね！」といつも言われます。これに対して
私はいつもちょっと戸惑っていました。実際は、
私は日本人でないことはないですが、自分の中で
はこれまで「私のアイデンティティー＝日系アメ
リカ人」というように生きてきたため、浜田市に
来て初めて、「私は何人？」と思うようになりま
した。
　なぜアメリカでは「日系アメリカ人」と言えば
意味が伝わるのに、日本では毎回勘違いされるの
かしらと不思議に思っていたら、あることに気付
きました。それは、各国の国籍の法律です。アメ
リカでは出生地主義が原則ですが、日本は血統主
義です。ですから、アメリカで生まれた私はアメ
リカの制度から見ればアメリカ人ですが、両親が
日本の国籍を持っているため、日本の制度から見
ると日本人でもあります。
　私は今まで二重国籍を持っていましたが、国際
交流員になるために日本の国籍を放棄しないとい

けませんでした。自分のアイデンティティーの一
部である日本の国籍をなくすということは、とて
も難しい決断でした。しかしながら、国際交流員
になりたい願望が強かったし、アメリカで生まれ
育った私にとって、やっぱり最終的にはアメリカ
に住みたいと思いましたので、そのような決断を
しました。ですから、厳密に言えば、私はアメリ
カ人です。もちろん実際は、日本の国籍を放棄し
ても、自分の中の日本人の部分を置き去ったわけ
ではありません。小さい頃から両方の国の文化に
触れることができたことに対して、とてもありが
たく思っていますし、日本の文化もアメリカの文
化も私にとって同様に大切です。これから、どこ
の国に住んでいても、自分のアイデンティティー
の一部である両文化を誇りに思い、大事にし続け
ていきたいと思います。

浜田市国際交流員　カレン・サイトウ
私は何

なに

人
じん

？

新・お元気ですか㊾
浜田市長 宇津徹男
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業
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活
性
化

保
険
・
医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全

防
火
管
理
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

三
隅
都
市
計
画
道
路
の

変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

対
象　
特
定
用
途
防
火
対
象
物
の

う
ち
、
収
容
人
員
が
３
０
０
人

以
上
の
甲
種
防
火
対
象
物
で
、

現
に
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任

さ
れ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
消

防
法
施
行
規
則
第
２
条
の
２
の

２
に
該
当
す
る
乙
種
防
火
管
理

者
を
選
任
で
き
る
防
火
対
象
物

で
選
任
さ
れ
て
い
る
甲
種
防
火

管
理
者
は
除
く
。）

講
習
日　
７
月
21
日
㈬

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
消
防
本
部

定
員　
20
人

受
講
料　
１
、８
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
予
防
課
お
よ
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、

防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予

定
の
人

講
習
日　
８
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬

場
所　
益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　

６
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間　
７
月
12
日
㈪
～
８
月

２
日
㈪

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
予
防
課
お
よ
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
㈶
日
本
防
火

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象　
現
在
、
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取

扱
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
１
年
以
内
に
危
険
物
製
造
所
な

ど
に
お
い
て
、
新
た
に
危
険
物

の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
危
険
物
取
扱
者
（
過

去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付
ま

た
は
保
安
講
習
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
免
状
交
付
日
ま
た
は

受
講
日
か
ら
３
年
以
内
）

・
継
続
的
に
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回

の
講
習
を
受
け
て
満
２
年
を
経

過
し
た
危
険
物
取
扱
者

※　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

保
安
に
関
す
る
講
習
を
３
年
以

内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

講
習
日　
８
月
６
日
㈮
ほ
か

場
所　
い
わ
み
ー
る
ほ
か
県
内
５

会
場

受
講
手
数
料　
４
、７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
会
場
の
開
催
日

の
10
日
前

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
（
市
消

防
本
部
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
先　
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

生
活
・
環
境

　

三
隅
都
市
計
画
道
路
浜
田
三
隅

線
の
変
更
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
案
に
意
見
の
あ
る
人

は
、
縦
覧
期
間
中
、
島
根
県
知
事

あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
７
月
６
日
㈫
～
20
日

㈫午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分(

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。)

意
見
書
提
出
方
法　
任
意
の
書
式

に
意
見
内
容
・
住
所
お
よ
び
氏

名
を
記
入
の
上
、
次
の
提
出
先

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

縦
覧
・
意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ

せ
先　

県
都
市
計
画
課
計
画
グ

ル
ー
プ
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０

１　

松
江
市
殿
町
８
番
地　

南

庁
舎
４
階
（
☎
０
８
５
２
�
５

２
１
１
）】

本
庁
建
設
企
画
課
【
〒
６
９
７

‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地　

東
分
庁
舎
２
階
（
☎
内
線
５
７

２
）】

市
三
隅
支
所
建
設
課
【
〒
６
９

９
‐
３
２
１
１　

三
隅
町
三
隅

１
４
３
４
番
地
（
☎
�
２
８
０

５
）】
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育

て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

準
備
は
お
済
み
で
す
か

　

現
在
放
送
中
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
、
通
常
の
放
送
が
平
成
23
年
６

月
末
に
終
了
し
、
７
月
１
日
か
ら

の
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
画
面
を

経
て
、
７
月
24
日
正
午
に
す
べ
て

の
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
の
準

備
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は

１　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
。

２　

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
買
い
足
す
。

３　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す

る
※

　

１
・
２
の
場
合
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
の
改
修
ま
た
は
設
置
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で

テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
人
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
施
設
改
修

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ビ
ル
陰
な
ど
を
原
因

と
す
る
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設

で
テ
レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
る
人
は
、

受
信
障
害
が
解
消
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
自
宅
に
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と

で
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※　

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
・

ひ
ゃ
こ
る
ネ
ッ
ト
み
す
み
で
は
、

総
務
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

平
成
27
年
３
月
末
ま
で
の
期
間

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
の
暫
定
的
導

入
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
暫
定
導
入
終
了
ま
で
の

間
、
現
在
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
引
き
続
き
テ
レ
ビ

を
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は

　

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
当

た
り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た

の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」
と
い
う
人
に
は
、
総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
）
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ
ポ
島
根

ま
た
は
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
政
府
が
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

（
12
月
末
ま
で
に
購
入
し
た
統
一

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
４
つ
星
以
上
の
製

品
が
対
象
と
な
り
ま
す
）。
こ
の

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
ン
テ
ナ
工

事
に
も
利
用
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
、
電
器
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了

し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

地デジに関する助成制度
助成金の種類 申請受付期限 問い合わせ先

受信障害対策共聴施
設の地デジ化経費に
対する助成金

７月30日㈮

デジサポ島根集合住宅（共同住宅）
共聴施設の地デジ化
経費に対する助成金

８月31日㈫

家電エコポイント制
度

購入期限　12月31日㈮ グリーン家電エコ
ポイント事務局申請期限　平成23年２月28日㈪

辺地共聴施設のケーブル
テレビ移行支援補助金

第１回　７月中旬ごろ 本庁広報情報課第２回　10月中旬ごろ

送
へ
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※　

辺
地
共
聴
施
設
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
移
行
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
本

庁
広
報
情
報
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/m
achi/bosyu/

h
o
jo

_jo
s
e
i/k

y
o
u
ty

o
u
_

josei.htm
l

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
相
談
会

　

困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
は
「
デ

ジ
サ
ポ
島
根
」
へ
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
会
日
程

旭
セ
ン
タ
ー

７
月
22
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
役
所
三
隅
支
所

７
月
23
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
４
時

弥
栄
会
館

７
月
26
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
役
所
金
城
支
所

７
月
27
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
４
時

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ
め
広
場

７
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

午
後
１
時
～
５
時

７
月
30
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

相
談
会
に
出
掛
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

を
対
象
と
し
て
戸
別
訪
問
も
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ

サ
ポ
島
根
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
デ
ジ
サ
ポ
島
根

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
１
１
）

h
ttp

://w
w
w
.d

ig
isu

p
p
o
.

jp
/in

d
e
x
.p

h
p
/b

ra
n
c
h
/

shim
ane/36/

・
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１

０
１)

・
グ
リ
ー
ン
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

事
務
局
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
３
２
２
）

http://eco-points.jp/

・
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

（
☎
�
４
８
８
３
）

http://w
w
w
.iw

am
icatv.jp/

・
ひ
ゃ
こ
る
ネ
ッ
ト
み
す
み

（
☎
�
４
４
４
４
）

http://w
w
w
.herecall.jp/

・
本
庁
広
報
情
報
課
情
報
政
策
係

（
☎
内
線
２
９
７
）



11　　　広報はまだ：平成22年７月号

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

売却物件
物 件 番 号 H22 ‐ 1 H22 ‐ 2

所 在 地 相生町 長浜町

地 番 4345番 991番1

物 件 名 相生市有地 長浜市有地

地 目 宅地 宅地

地 積 261.08㎡ 160.56㎡

最低売却価格 6,997,000円 3,051,000円

物件番号【H22-1】

物件番号【H22-2】

国
道
９
号
バ
イ
パ
ス

至
江
津

至
三
隅相生第一

トンネル
相生第一
トンネル

高佐
トンネル
高佐
トンネル

至金城至金城

至浜田市街至浜田市街
国道186号 浜田川

国道9号
至三隅

至浜田市街

三宮
神社

三宮
高架橋
三宮
高架橋

市道周布長浜線市道周布長浜線

至長浜

たんぽぽ
の里

三和電工㈱
浜田支店

市
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

旧
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み

シ
ー
ル
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

日
曜
窓
口
は
廃
止
し
ま
し
た

証
明
書
自
動
交
付
機
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
次
の
市
有
地
の
売
却
を
行
い
ま

す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

７
月
12
日
㈪
～
８
月
２
日
㈪

（
必
着
）

入
札
日　
８
月
19
日
㈭

入
札
会
場　
市
役
所
本
庁

参
加
資
格

１　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
ま
た
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

２　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

・
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
売
却
物
件
の
事
前
確
認
は
、
入

札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
（
☎
内
線
２
４
９)

　

市
役
所
で
は
、
平
成
22
年
３
月

末
を
も
っ
て
、
日
曜
窓
口
を
廃
止

し
ま
し
た
。

　

証
明
書
自
動
交
付
機
能
が
付
い

た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用

し
て
、
市
役
所
本
庁
１
階
に
設
置

し
て
あ
る「
証
明
書
自
動
交
付
機
」

で
各
種
証
明
書
（
住
民
票
・
印
鑑

登
録
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
）

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
本
庁
総
合
窓
口
課
お
よ
び
各

支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支
所
は

市
民
課
）
で
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

証
明
書
自
動
交
付
機
稼
動
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
～
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１

月
３
日
）
は
除
く
。

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
１
階
市
民
サ
ロ
ン
も

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
１
階
市
民
サ
ロ
ン

に
も
証
明
書
発
行
窓
口（
住
民
票
・

印
鑑
登
録
証
明
書
・
所
得
課
税
証

明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。）
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
人
や
浜

田
駅
を
利
用
す
る
人
は
便
利
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
申
請
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

年
末
年
始
は
除
く
。

※　

本
人
確
認
資
料
や
証
明
書
の

取
得
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
委
任
状
に
よ
る
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
内
線
１

４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
販
売

し
て
い
た
指
定
ご
み
袋
（
安
全
グ

リ
ッ
プ
付
き
）
お
よ
び
粗
大
ご
み

シ
ー
ル
（
１
枚
２
１
０
円
）
の
使

用
期
限
は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
に
使
い
切
れ
な

か
っ
た
旧
指
定
ご
み
袋
お
よ
び
粗

大
ご
み
シ
ー
ル
は
、
新
・
旧
ご
み

袋
（
シ
ー
ル
）
の
差
額
を
負
担
し

て
も
ら
え
ば
、
新
し
い
指
定
ご
み

袋
お
よ
び
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
と
交

換
で
き
ま
す
。

交
換
期
間　
10
月
１
日
㈮
～
12
月

28
日
㈫

※　

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
）
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療
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７月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 木 相生町１～３
2 金 相生町３・４、竹迫町
5 月 杉戸町、笠柄町
6 火 熱田町６～10
7 水 小福井団地、汐入団地
8 木 石原団地、内田町
9 金 長浜町１～８
12 月 日脚町、大久保団地、周布町
13 火 治和町２・３・５、津摩町、陽光台
14 水 唐鐘１～９
15 木 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
16 金 下府町１～３、伊甘
20 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町1～３・６
21 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
22 木 殿町２～５、田町２～５
23 金 田町、琵琶町、朝日町１～６・９・10
26 月 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
27 火 紺屋町、天満町、新町、錦町
28 水 蛭子町、栄町、片庭町
29 木 港町１～４
30 金 京町、高田町、清水町、真光町
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連
絡により土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）

回収品目と回収場所
回収品目 回収場所

廃食用油
（24時間
持込可能）

市役所　東分庁舎側駐車場内ごみステーション横
市役所金城支所　駐車場内古紙リサイクルボックス横
市役所旭支所　旭センター横
市役所弥栄支所　イベント広場公用車車庫横
市役所三隅支所　ひゃこるバス待合所横

ペットボトル 市総合福祉センター１階ロビー
持込可能時間　午前８時30分～午後９時
※　ただし、休館日を除く。空き缶

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
は
、
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
環
境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
興
味
や
関
心
に

基
づ
い
て
、
自
然
観
察
・
調
査
や

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
地
域
の

中
で
身
近
に
で
き
る
地
球
に
や
さ

し
い
活
動
を
自
由
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

近
所
で
、
学
校
で
、
施
設
で
、

地
域
な
ど
で
、
仲
間
が
集
ま
れ
ば

ど
ん
な
形
態
で
も
、
こ
ど
も
エ
コ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
募
集

～
地
球
に
い
い
こ
と

は
じ
め
よ
う
！
～

ク
ラ
ブ
と
し
て
登
録
し
て
活
動
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
、
環
境
記
録
ノ
ー

ト
、
バ
ッ
ジ
な
ど
活
動
に
役
立
つ

キ
ッ
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
２
人
以
上
の
仲
間
と
、

活
動
を
支
え
る
大
人
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
集
め
、登
録
用
紙
（
本

庁
く
ら
し
と
環
境
課
に
あ
り
ま

す
。「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

年
間
を
通
し
て
い
つ
で
も
登

録
が
で
き
、
活
動
を
始
め
ら
れ

ま
す
。

※　

詳
し
く
は
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
環
境

省
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.ecoclub.go.jp/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
内
線
２
１
８
）

犬
・
ね
こ
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

廃
食
用
油･

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル･

空
き
缶
を
回
収
し
ま
す

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
多

い
社
会
生
活
に
お
い
て
、
犬
や
ね

こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
に
潤

い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
、

ま
す
ま
す
大
切
な
存
在
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、

マ
ナ
ー
に
欠
け
た
飼
い
主
の
行
為

に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
に
は
、

犬
・
ね
こ
な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ

け
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、

人
と
動
物
が
と
も
に
温
か
く
幸
せ

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

犬
の
散
歩
の
と
き
に
は
フ
ン
を

持
ち
帰
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

公
共
の
場
で
は
、犬
は
鎖
（
綱
）

で
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
室
内
犬
も
外
に
放
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
犬
の
と
き
か
ら
、
し
つ
け
を

し
て
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

で
き
る
だ
け
屋
内
で
飼
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ね
こ
は
閉
じ
込
め
て
飼
う
こ
と

は
で
き
な
い
・
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
ね
こ

の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
屋

内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

し
飼
い
に
よ
り
、
交
通
事
故
に
遭

う
ね
こ
が
多
い
こ
と
・
ね
こ
の
庭

へ
の
侵
入
を
快
く
思
わ
な
い
隣
人

が
多
い
こ
と
・
フ
ン
を
さ
れ
て
と

て
も
不
衛
生
…
な
ど
、
困
っ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
の
ね
こ
に
餌
を
与
え

る
人
は
…

　

子
ね
こ
は
半
年
で
次
の
子
ね
こ

を
産
む
よ
う
に
な
り
、
ね
こ
の
数

が
爆
発
的
に
増
え
ま
す
。
餌
を
与

え
る
の
な
ら
、
ね
こ
が
増
え
な
い

よ
う
に
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ

と
、
餌
場
の
掃
除
・
後
片
付
け
を

す
る
こ
と
、
ね
こ
の
フ
ン
の
後
片

付
け
を
す
る
こ
と
な
ど
、
責
任
を

持
っ
て
餌
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

安
易
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
数
が
増
え
て
周
り
の
人
に
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

か
わ
い
い
ね
こ
を
嫌
わ
れ
者
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　

ご
み
減
量
化
を
目
指
し
、
次
の

と
お
り
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
廃

食
用
油
は
燃
料
や
せ
っ
け
ん
な
ど

に
再
生
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空

き
缶
は
引
取
業
者
に
出
荷
し
、
再

利
用
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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二酸化炭素排出量の推移　　　　　（単位：t-CO²）
年度

課名 平成19年度 平成20年度 平成21年度

総務課 1.53 1.21 1.58
介護保険課 3.90 4.33 3.31
業務課 13,945.94 11,655.48 10,341.32
合　計 13,951.37 11,661.02 10,346.21
平成19年度に
対する増減（％） ― △ 16.42 △ 25.84

二酸化炭素排出量

H19 H20 H21 （年度）

（t-CO²）
15‚000

10‚000

5‚000

0

※　排出係数は、「地球温暖化対策の推進に関する法律
施行令」による。

※　可燃ごみ焼却に伴うデータを含む。

１　情報公開制度の運用状況
⑴開示請求

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴開示請求

⑵不開示理由

⑶不服申立て　なし

⑵不服申立て　なし

実施機関 請求件数
決　定　区　分

全部開示 部分開示 不開示
管理者 1 ― 1 ―

不開示該当規定 件数
第７条 第３号　法人等事業情報 1

請求件数
決定区分

全部開示 部分開示 不開示
3 3 ― ―

持
込
方
法

廃
食
用
油

・
で
き
る
だ
け
天
か
す
な
ど
は
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
タ

ン
ク
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
投
入
後
、
容
器
は
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
空
き
缶

・
軽
く
水
洗
い
し
て
、
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、キ
ャ
ッ
プ
・

本
体
・
ラ
ベ
ル
に
分
け
て
回
収

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
）

平
成
22
年
度

調
理
師
試
験
に
つ
い
て

受
験
資
格　
２
年
以
上
、
調
理
業

務
に
従
事
し
て
い
た
人

※　

基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

願
書
受
付
期
間

７
月
12
日
㈪
～
26
日
㈪

試
験
日　
９
月
29
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
３
）

　

浜
田
市
・
江
津
市
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
発

見
し
、
郷
土
学
習
や
体
験
活
動
を

と
お
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
・
江
津
市
の
小
学

校
４
～
６
年
生

日
程　
８
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

場
所　
県
立
少
年
自
然
の
家
ほ
か

定
員　
１
２
０
人

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

参
加
料　
３
、０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
16
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
各
小
学

校
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
付
い

浜
田
広
域
圏
子
ど
も
交
流
事
業

夏
休
み
！
ふ
る
さ
と
体
験
・

友
だ
ち
づ
く
り

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

て
い
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
封

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
総
務
課
企
画
財
政
係
【
〒
６

９
７
‐
０
０
１
６　

野
原
町
８

５
９
番
地
１
】

温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
実
行

計
画
進
捗
率
の
公
表
に
つ
い
て

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
第
20
条
の
３
第
10

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
行
計
画

の
進
捗
率
を
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
表
の
数
値
は
、
使

用
し
た
燃
料
を
二
酸
化
炭
素
排
出

量
に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

　

「
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
に

お
い
て
浜
田
市
の
条
例
を
準
用
す

る
条
例
」
第
１
条
第
２
号
（
情
報

公
開
に
関
す
る
事
項
）
お
よ
び
同

条
第
３
号
（
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
事
項
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

各
制
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
の

公
表
に
つ
い
て

【
一
口
メ
モ
】　

１
人
あ
た
り
の

１
年
間
の
呼
吸
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
は
？

→
約
０
・
２
２
ｔ

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
総
務

課
（
☎
�
１
４
６
８
）
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募集住宅（間取り）所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
石原住宅（３ＤＫ）熱田町 昭和54年度

各１戸

15,500円～30,600円
城ヶ平住宅（２Ｋ）長浜町 昭和46年度 4,300円～ 8,500円
日脚大久保住宅（３ＤＫ）

日脚町
昭和63年度 17,900円～35,100円

日脚住宅（３ＤＫ） 平成３年度 18,100円～35,500円
緑ヶ丘住宅（３ＤＫ）長沢町 平成７年度 24,400円～47,900円
黒川改良住宅（３ＤＫ） 黒川町 昭和52年度 ２戸 13,200円～17,400円
※　石原住宅は、高齢者などを含む世帯向け住宅です。
家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

今日からおうちで省エネ !!【電気冷蔵庫の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ²）の排出を減らして、地域温暖化を防ごう！～

　冷蔵庫の奥で、食べ残した食品が眠っていま
せんか？ここでちょっと電気冷蔵庫の使い方を
見直してみましょう。環境にやさしいだけでな
く、家計にもおトクです。
☆物を詰め込みすぎないようにしましょう。

年間で電気43.84kWhの省エネ　約960円の節約
原油換算11.05Ｌ　ＣＯ²削減量19.9㎏

※　詰め込んだ場合と、半分にした場合の比較

☆無駄な開閉はしないようにしましょう。
年間で電気10.40kWhの省エネ　約230円の節約
原油換算2.62Ｌ　ＣＯ²削減量4.7㎏

※　ＪＩＳ開閉試験注の開閉を行った場合と、
その２倍の回数を行った場合との比較
注ＪＩＳ開閉試験：冷蔵庫は12分毎に25回、

冷凍庫は40分毎に８回で、開放時間はいず
れも10秒

☆開けている時間を短くしましょう。
年間で電気6.10kWhの省エネ　約130円の節約
原油換算1.54Ｌ　ＣＯ²削減量2.8㎏

※　開けている時間が20秒間の場合と、10秒間
の場合との比較

☆設定温度は適切にしましょう。
年間で電気61.72kWhの省エネ 約1,360円の節約
原油換算15.55Ｌ　ＣＯ²削減量28.0㎏

※　周囲温度22℃で、設定温度を「強」から「中」
にした場合の比較

☆壁から適切な間隔で設置しましょう。
年間で電気45.08kWhの省エネ　約990円の節約
原油換算11.36Ｌ　ＣＯ²削減量20.4㎏

※　上と両側が壁に接している場合と、片側だ
けが壁に接している場合との比較

【一口メモ】
　缶詰・びん詰めや調味料は、未開封の物は常
温で保存できます。常温で保存できる物を冷蔵
庫に入れていないかチェックしてみましょう。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ
大事典2009年２月版】

（本庁くらしと環境課）

住
宅

住
宅
建
築
奨
励
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は

新
築
住
宅
を
取
得
す
る
人
に
対
し
、

新
た
に
課
税
さ
れ
た
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
２
日
～
平
成
22

年
１
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
新
築

し
た
住
宅
で
、
認
定
通
知
書
を
受

け
取
ら
れ
た
人
は
固
定
資
産
税
を

全
額
納
付
後
、
交
付
申
請
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
お
よ
び
各
支
所
産
業

課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
内
線
４
１
４
）

住
宅
入
居
者
募
集

浜
田
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間　
７
月
15
日
㈭
～
30
日

㈮
金
城
（
②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間　
７
月
８
日
㈭
～
23
日

㈮
募
集
住
宅　
湯
屋
団
地
住
宅

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
下
来
原
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住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

①公営住宅
あさひインターハイツ
２号棟（３ＬＤＫ）

丸原

平成11年度
各１戸

20,300円～
39,800円

あさひインターハイツ
２号棟単身用（１DＫ）

8,900円～
17,400円

②
特定公共
賃貸住宅

あさひインターハイツ
１号棟（３ＬＤＫ） 平成10年度 45,000円
あさひインターハイツ
４号棟（２ＬＤＫ） 平成19年度

２戸 36,000円
あさひインターハイツ
５号棟単身用（１ＤＫ） １戸 23,000円
ニュー旭ヶ丘
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 ２戸 40,000円

募集住宅（間取り）所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度
（平成11年改修）

各１戸

20,000円

塚ノ元住宅１号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ） 17,000円

塚ノ元住宅２号棟Ａ
単身用（２ＤＫ）

平成13年度 18,000円
長安住宅３号棟Ｃ
単身用（２ＤＫ）長安本郷

敷金　家賃の月額の３か月分

ア
ラ
イ
グ
マ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
！

建
設
年
度　
平
成
15
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
４
５
、０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

旭
（
①
公
営
住
宅
・
②
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間　
７
月
８
日
㈭
～
23
日

㈮
敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

弥
栄
（
③
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈭
～
15
日

㈭

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・

身
体
障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

※　

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
２

号
棟
（
１
Ｄ
Ｋ
）
は
、
単
身
用

住
宅
で
す
。

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ

し
高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
を
含

む
世
帯
・
子
育
て
世
帯
（
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世

帯
）
な
ど
は
、
収
入
月
額
が

21
万
４
千
円
以
下
（
黒
川
改
良

住
宅
は
13
万
９
千
円
以
下
）
で

あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
所
得
額
（
前
年
分
）
か

ら
控
除
額（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て

12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

石
原
住
宅
は
、
高
齢
者
（
60

歳
以
上
）・
障
害
者
な
ど
を
含

む
世
帯
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人

※　

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
５

号
棟
（
１
Ｄ
Ｋ
）
は
、
単
身
用

住
宅
で
す
。

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

③
地
域
定
住
住
宅

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
身

の
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈭
～
14
日

㈬
（
必
着
）

募
集
住
宅　
片
庭
団
地
（
新
築
）

抽
選
日　
８
月
上
旬

入
居
予
定　
９
月
上
旬

※　

戸
数
・
間
取
り
・
入
居
条
件

や
そ
の
ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

産
業
・
地
域
活
性
化

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や

農
作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
北
中
米
・
カ
ナ
ダ

原
産
の
動
物
で
日
本
に
は
生
息
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
い

る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
わ
れ
て
い
た
も
の
が
野
生
化

し
て
増
殖
し
た
も
の
で
、
平
成
17

年
６
月
に
は「
※
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
は
個
人
で
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

特
定
外
来
生
物　
日
本
在
来

の
生
物
を
捕
食
し
た
り
、
こ
れ

ら
と
競
合
し
た
り
し
て
、
生
態

系
を
損
ね
た
り
、
人
の
生
命
・

身
体
、
農
林
水
産
業
に
被
害
を

与
え
た
り
す
る
、
あ
る
い
は
そ

う
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
外
来
生

物
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す
！

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生

活
し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井

に
シ
ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な

ど
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜

を
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い

ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
な

ど
）
を
食
べ
荒
ら
し
ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま

え
る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲

を
踏
み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス

ク
の
よ
う

・
ね
こ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　

見
た
目
は
か
わ
い
い
で
す
が
、

決
し
て
近
寄
っ
た
り
触
っ
た
り

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目

　

該
当
す
る
項
目
が
１
つ
で
も
あ

れ
ば
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

□　

タ
ヌ
キ
の
よ
う
な
動
物
を
見

か
け
た
が
、
尾
に
し
ま
模
様
が

あ
っ
た
。

□　

家
や
畑
の
周
辺
に
５
本
指
の

足
跡
が
あ
る
。

□　

天
井
裏
で
こ
れ
ま
で
聞
い
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
足

音
が
す
る
。

□　

天
井
に
シ
ミ
が
で
き
て
、
雨

漏
り
の
よ
う
に
水
滴
が
落
ち
て

く
る
。

□　

飼
い
犬
や
飼
い
ね
こ
の
餌
が

食
い
荒
ら
さ
れ
た
。

□　

ス
イ
カ
に
く
り
ぬ
か
れ
た
よ

う
な
穴
が
空
い
て
い
た
。

　

捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が
必

要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲
は
違

法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
を
目
撃
し
た
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
４
２
２
）

各
支
所
産
業
課

地
域
で
空
港
を
守
る
た
め
に
！

｢

萩
・
石
見
空
港｣

を
利
用
し
て

東
京
・
大
阪
へ
行
こ
う
！

　

地
域
の
財
産
で
あ
る
「
萩
・
石

見
空
港
」
を
守
る
た
め
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
東
京

近
郊
・
大
阪
近
郊
へ
出
掛
け
る
際

は
、
飛
行
機
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
で
行
っ
と
く
？
一
得
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
利
用
で
、

１
人
３
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。

対
象　
萩
・
石
見
空
港
利
用
圏
域

の
人
で
、
萩
・
石
見
空
港
―
東

京
・
大
阪
路
線
を
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
往
復
利
用
し
た
人

※　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
の

利
用
に
な
る
と
追
加
で
助
成
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　
10
月
31
日
㈰
ま
で

大
阪
便
の
使
用
機
材
の
変
更
・
運

行
ダ
イ
ヤ
変
更
の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日
㈭
か
ら
、大
阪
便
の
使

用
機
材
が
Ｄ
Ｈ
Ｃ
８
‐
Ｑ
４
０
０

（
74
人
乗
り
）
か
ら
、
Ｄ
Ｈ
Ｃ
８

‐
Ｑ
３
０
０
（
56
人
乗
り
）
に
変

わ
り
ま
す
。

　

ま
た
７
月
１
日
㈭
か
ら
、
運
行

ダ
イ
ヤ
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会

（
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０
）

「
浜
田
市
ふ
る
さ
と
探
し
体
験

ツ
ア
ー
」
を
企
画
・
実
施
す
る

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

浜
田
市
へ
の
定
住
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
浜
田

市
ふ
る
さ
と
探
し
体
験
ツ
ア
ー
」

を
企
画
し
、
実
施
す
る
団
体
に
対

し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　
「
浜
田
市
ふ
る
さ

と
探
し
体
験
ツ
ア
ー
」
を
企
画

し
、
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
市
内
で
組
織
さ
れ
た
実
行

委
員
会

補
助
対
象
事
業　
年
度
内
に
実
施
・

完
了
す
る
「
浜
田
市
ふ
る
さ
と

探
し
体
験
ツ
ア
ー
」
実
施
事
業

補
助
対
象
要
件

１　

現
地
見
学
・
作
業
体
験
な
ど

の
地
域
体
験
の
機
会
を
設
け
る

こ
と

２　

地
元
住
民
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る

こ
と

３　

実
施
期
間
が
３
泊
４
日
程
度

で
あ
る
こ
と

助
成
額　
助
成
額
の
総
額
は
、
予

算
の
範
囲
内
と
し
、
体
験
ツ

ア
ー
１
回
あ
た
り
１
０
０
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。
な
お
、
参

加
者
１
人
あ
た
り
１
万
５
千
円

を
限
度
額
と
し
、
浜
田
市
ま
で

の
往
復
の
交
通
費
お
よ
び
飲
食

に
係
る
経
費
は
助
成
対
象
外
と

し
ま
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
（
本
庁
定
住

対
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
業
実
施
を
考

え
て
い
る
人
は
、
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
定
住
推
進
係

（
☎
内
線
２
５
６
・
２
５
７
）
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ふるさと寄附金の運用状況 平成22年３月31日現在

指定事業名
平成21年度 平成20～21年度計 積み立てる 

基金件数 金額（円）件数 金額（円）

１
伝統芸能並びに地域
文化の伝承及び育成
に関する事業

1 5,000 3 210,000

浜田市
ふるさと
応援基金

２
特産品の育成及び地
域産業の振興に関す
る事業

3 60,000 5 165,000

３
自然環境並びに地域
景観の保全及び活用
に関する事業

3 40,000 6 60,000

４
高齢者の生活を支援
する地域づくりに関
する事業

5 135,000 7 150,000

５
青少年の健全育成及
び教育環境整備に関
する事業

6 1,235,000 12 3,671,862

６
浜田城に関する資料
館及び城山整備に関
する事業

87 2,262,000 98 3,714,000
浜田城に関
する資料館
及び城山整
備基金

７
その他目的達成のた
めに市長が必要と認
める事業

16 6,821,000 19 7,836,000 浜田市地域
振興基金

合　計 121 10,558,000 150 15,806,862

海
外
友
好
都
市
と
の

交
流
事
業
を
実
施
す
る

団
体
に
助
成
し
ま
す

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石
嘴
山

市
・
栄
成
市
・
真
如
鎮
・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
と
の
交
流
事
業
な
ど
を

行
う
民
間
団
体
に
対
し
、
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
所
在
す
る
団
体（
法

人
・
任
意
団
体
の
別
は
問
い
ま

せ
ん
）。
た
だ
し
、
政
治
団
体

お
よ
び
宗
教
団
体
を
除
き
ま
す
。

対
象
事
業　
海
外
友
好
都
市
と
の

民
間
交
流
事
業
で
、
市
民
の
国

際
理
解
・
友
好
親
善
お
よ
び
国

際
協
力
を
促
進
す
る
目
的
で
実

施
す
る
事
業
や
海
外
友
好
都
市

の
啓
発
事
業
な
ど

助
成
額　
交
流
事
業
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

相
互
交
流
事
業　
参
加
者
１
人
あ

た
り
６
万
円
、
１
事
業
あ
た
り

30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

啓
発
事
業　
１
事
業
あ
た
り
20
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
締
切
日　
８
月
２
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
交
流
推
進
係

（
☎
内
線
３
３
６
）

ふ
る
さ
と
浜
田
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
い
て
「
ふ
る

さ
と
“
は
ま
だ
”
に
貢
献
し
た
い
、

応
援
し
た
い
。」
と
い
う
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
次
の
６
つ
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー

に
沿
っ
た
事
業
に
寄
附
金
を
充
て
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

に
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

１　

伝
統
芸
能
並
び
に
地
域
文
化

の
伝
承
及
び
育
成
に
関
す
る
事

業
２　

特
産
品
の
育
成
及
び
地
域
産

業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

３　

自
然
環
境
並
び
に
地
域
景
観

の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
事

業
４　

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

５　

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
教

育
環
境
整
備
に
関
す
る
事
業

６　

浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
及

び
城
山
整
備
に
関
す
る
事
業

　

な
お
、
寄
附
を
し
て
も
ら
っ
た

人
へ
の
お
礼
と
し
て
、
１
万
円
以

上
の
寄
附
者
に
、
年
末
時
期
に
石

見
神
楽
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
付
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
と
し
て
、
特
例
的
に
10
万
円

以
上
の
寄
附
者
に
は
５
千
円
相
当
、

50
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
１
万

円
相
当
の
特
産
品
を
贈
呈
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
を
す
る
に
は
…

①
ふ
る
さ
と
寄
附
申
出
書
（
本
庁

地
域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
市

お
よ
び
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
電
子
申
請

で
も
可
）。

②
窓
口
へ
来
庁
さ
れ
た
場
合
、
寄

附
金
の
納
入
書
を
そ
の
場
で
発

行
し
ま
す
。
郵
送
な
ど
の
場
合

は
、
送
付
し
ま
す
（
県
外
在
住

者
に
は
郵
便
振
替
用
紙
を
添
え

て
送
付
し
ま
す
）。

③
納
入
書
に
よ
り
寄
附
金
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

次
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て

も
ら
う
場
合
の
振
込
手
数
料
は

無
料
で
す
。

山
陰
合
同
銀
行
・
い
わ
み
中
央

農
業
協
同
組
合
・
島
根
銀
行
・

中
国
労
働
金
庫
・
島
根
益
田
信

用
組
合
・
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
協

同
組
合
・
日
本
海
信
用
金
庫
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

④
納
付
確
認
後
、
寄
附
金
受
領
証

明
書
を
送
付
し
ま
す
。
寄
附
金

受
領
証
明
書
は
寄
附
金
控
除
の

申
告
に
必
要
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
運
用
状
況

　

平
成
21
年
度
中
の
寄
附
金
状
況

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
度
末
に
そ
れ
ぞ
れ
「
浜
田
市
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
」・「
浜
田
城
に

関
す
る
資
料
館
及
び
城
山
整
備
基

金
」・「
浜
田
市
地
域
振
興
基
金
」

に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
附
金
の
う
ち
、
学
校

図
書
整
備
費
と
し
て
80
万
円
、
校

庭
芝
生
化
事
業
と
し
て
２
３
０
万

円
を
平
成
22
年
度
に
お
い
て
活
用

す
る
予
定
で
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
２
・
３
４
３
）
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・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤ ¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤

¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
¤
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¤
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県
民
い
き
い
き
活
動

奨
励
賞
候
補
団
体
募
集

減
免
制
度
に
つ
い
て

市
税
出
前
講
座

～
職
員
が
説
明
に
伺
い
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

下
見
会
を
開
催
し
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
グ
ル
ー
プ
・
企

業
な
ど
が
取
り
組
む
県
民
い
き
い

き
活
動（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、

不
特
定
多
数
の
も
の
の
利
益
の
た

め
の
自
発
的
な
活
動
）
の
う
ち
、

特
に
優
れ
た
活
動
に
、
知
事
か
ら

奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。

対
象
要
件

・
先
駆
性
お
よ
び
地
域
社
会
へ
の

貢
献
度
が
高
い

・
活
動
期
間
が
、
お
お
む
ね
５
年

以
上

・
こ
の
表
彰
と
同
等
以
上
の
表
彰

な
ど
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

応
募
方
法　
自
薦
ま
た
は
他
薦
で
、

規
定
の
推
薦
書
お
よ
び
関
係
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
８
月
19
日
㈭

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
室

（
☎
０
８
５
２
�
６
０
９
９
）

税
務
・
納
税

国
民
健
康
保
険
料

　

低
所
得
や
収
入
減
少
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
、
少
し
で
も
納
め
や
す
く

す
る
た
め
、
昨
年
度
こ
れ
ま
で
の

減
免
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

・
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
、

23
歳
未
満
の
人
の
均
等
割
額
を

全
額
減
額
し
ま
す
。
こ
の
減
免

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
、
６
月
中
旬
に
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
失
業
に
よ
る
減
免
対

象
者
は
、
リ
ス
ト
ラ
の
み
が
対

象
で
し
た
が
、
自
己
退
職
お
よ

び
定
年
退
職
も
対
象
と
し
ま
し

た
。
収
入
減
少
に
よ
り
生
活
が

困
難
な
場
合
、
所
得
割
額
・
均

等
割
額
・
平
等
割
額
を
減
免
し

ま
す
。

市
民
税
県
民
税

　

疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
の

不
振
な
ど
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し

て
お
り
、
納
税
が
困
難
な
人
は
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
申
請

に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
２
７
・
２
３
２
・

２
３
５
）

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
の
仕

組
み
や
制
度
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
い
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
元
へ
税
務
課

職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
に
伺

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
・
在
学
ま
た

は
勤
務
す
る
10
人
以
上
で
構
成

す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
の

う
ち
２
時
間
以
内

期
間　
平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
要
相
談
）

場
所　
市
内
全
域
（
た
だ
し
、
会

場
や
必
要
な
備
品
は
申
請
団
体

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

料
金　
無
料

申
込
方
法　
申
込
書
【
本
庁
税
務

課
お
よ
び
各
支
所
自
治
振
興
課

（
三
隅
支
所
は
市
民
課
）
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
県
税

な
ど
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。】に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
内
線
２
１
７
・
２
２
９
・

２
３
０
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
４
１
）

内
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

で
公
売
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
絵
画
・
掛
け
軸
な
ど

の
美
術
品
や
旧
紙
幣
・
古
銭
・
懐

か
し
い
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
出
品
す

る
予
定
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
入
札
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
品
物
件
を
実
際
に
見

ら
れ
る
の
は
今
回
開
催
す
る
下
見

会
だ
け
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
場
し

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
６
日
㈫

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会

市税・国民健康保険料（税）・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢
者医療保険料の納付・納付相談について、
平日夜間窓口を開設します。仕事などで日
中の納付・納付相談が困難な人や納め忘れ
ていた人は、ぜひ利用してください。
期間　７月26日㈪・27日㈫・29日㈭・30日

㈮
午後５時30分～７時30分

場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口

からお入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎内線２１３・
２１５）
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療
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環
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ご
存
知
で
す
か
？

父
子
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

第
54
回
島
根
県
里
親
大
会

講
演
会

議
室

※　

出
品
物
件
は
、
６
月
30
日
㈬

午
後
１
時
か
ら
次
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
ctio

n
s.

yahoo.co.jp/shim
ane

問
い
合
わ
せ
先

県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
税
務
部

（
☎
�
５
５
２
６
）

子
育
て

父
子
手
当
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
児
童
の
心
身
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
父
子
家
庭
へ

の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

６
月
分
ま
で
の
手
当
に
つ
い
て
で

す
の
で
、
７
月
分
の
手
当
に
つ
い

て
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す（
現

在
認
定
中
ま
た
は
、
こ
れ
ま
で
に

所
得
超
過
な
ど
に
よ
り
申
請
が
却

下
と
な
っ
た
人
に
は
、
個
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

新
た
に
父
子
家
庭
と
な
っ
た
人

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
８
月
か
ら
は
母

子
家
庭
と
同
様
に
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
市
が
行
っ
て

い
る
父
子
手
当
は
終
了
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
18

歳
に
な
っ
た
年
の
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
を

養
育
す
る
父
子
家
庭
の
父
で
、

前
年
分
の
所
得
が
児
童
扶
養
手

当
法
に
お
け
る
所
得
制
限
限
度

額
未
満
の
人

支
給
月
額　
児
童
１
人
に
つ
き

５
、０
０
０
円

支
給
月　
７
月（
３
月
～
６
月
分
）・

８
月
（
７
月
分
）

申
請
方
法　
７
月
中
に
次
の
も
の

を
持
参
し
、
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

①　

申
請
者
名
義
の
振
込
口
座
が

分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

②　

申
請
者
の
認
印

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

父
子
家
庭
も
対
象
と
な
り
ま
し
た

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
支

給
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
に

な
っ
た
年
の
最
初
の
３
月
31
日

を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
ま
た
は

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
養

育
者
）

※　

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
、
父
ま
た
は
母
が
事

実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
な

ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め

る
も
の

支
給
月
額

・
児
童
が
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
１
、
７
２
０
円

一
部
支
給　

９
、
８
５
０
円
～

　

４
１
、
７
１
０
円

・
児
童
２
人
以
上
の
場
合

２
人
目　

５
、０
０
０
円
加
算

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き

３
、
０
０
０
円
加
算

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

支
給
月　
４
月
（
12
～
３
月
分
）・

８
月（
４
～
７
月
分
）・
12
月（
８

～
11
月
分
）

申
請
に
つ
い
て

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
父
子
家
庭
の
人
の
新
規

申
請
は
、
７
月
１
日
㈭
か
ら
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
父
子
手
当
の
申

請
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
⑪
番
窓
口

（
☎
内
線
１
６
２
・
１
６
７
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
・
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
５
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
ま
た
は
②
を
選
択
し
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

７
月
22
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相

談
係
（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９

１
）

　

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
の
た
め
に
、
家
庭
的

な
環
境
を
確
保
し
、
子
ど
も
を
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
の
意
義
と
役
割
お
よ
び
地

域
社
会
に
密
着
し
た
里
親
制
度
の

発
展
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
31
日
㈯

午
後
２
時
20
分
～
３
時
20
分

演
題　
３
人
の
里
子
を
育
て
る
私

の
思
い

講
師　
菊
池
み
ど
り
さ
ん
（
鳥
取

県
里
親
会
）

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修

室
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）
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麻しん・風しん予防接種 対象者一覧
接種名 対象者 接種回数 接種期間

麻しん・風しん
混合ワクチン

第１期 １歳～２歳未満

１回

１歳の誕生日～
２歳の誕生日の前日

第２期 平成16年４月２日～平成17年４月１日に生まれた人
（保育園・幼稚園の年長児相当の人）

平成22年４月１日～
平成23年3月31日第３期 平成９年４月２日～平成10年４月１日に生まれた人

（中学校１年生に相当する年齢の人）

第４期 平成４年４月２日～平成５年４月１日に生まれた人
（高校３年生に相当する年齢の人）

子 育 て コラムコラム

麻しん・風しんの予防接種を受けましょう！

３歳になったら日本脳炎予防接種を受けましょう！

　平成18年度から麻しん・風しんの予防接種が
２回になりました。２回接種することで、より
強固な免疫を獲得できます。
　今までに接種の機会が１回しかなかった人へ、
２回目を追加接種することで免疫力を高めるた
め、麻しん・風しん予防接種の第１期・第２期
に加えて、平成20年度から５年間に限り、第３
期・第４期の予防接種を実施します。

　平成17年から積極的な勧奨をしていなかった
日本脳炎予防接種が、平成22年度から積極的な
接種勧奨を再開することになりました。ただし、
ワクチンは接種機会を逃した人全員に行き渡る
量を供給できないため、平成22年度においては、
３歳児に積極的に接種勧奨することとなりまし
た。対象となる子どもがいる家庭は、はやめに
予防接種を受けましょう！

　麻しんは春先から初夏にかけて流行しやすい
ため対象者は、はやめに接種しましょう。
料金　無料（対象年齢を過ぎると有料になりま

す。）

　なお、接種機会を逃した人、４歳以降の人に
関しては今後、厚生労働省からの通知があり次
第、お知らせします。
期間　年間を通じて接種できます。
回数　３歳で２回、４歳で１回（計３回）
料金　無料

申込方法　接種を希望する人は、直接委託医
療機関に申し込んでください。

※　母子手帳を必ず持参してください。

問い合わせ先
本庁子育て支援課（☎内線１７３・１９１）
本庁地域医療対策課（☎内線１４６）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

（市三隅支所福祉課）
※　次回８月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

健
康
・
福
祉

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
治
療
に
対
す
る
医
療
費

助
成
制
度
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
治
療
に
対
す
る
医
療
費

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
改
正
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

月
額
自
己
負
担
限
度
額

　

従
来
３
万
円
だ
っ
た
人
は
１
万

円
、
５
万
円
だ
っ
た
人
は
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

対
象
医
療

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
加

え
、
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

製
剤
治
療
を
助
成
対
象
に
追
加
し

ま
し
た
。

制
度
の
利
用
回
数

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
う

ち
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、

２
回
目
の
利
用
を
認
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所(

☎
�
５
５
４
９)

県
健
康
推
進
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
３
２
９
）
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住
所

浜田市　　　　　　町　　　　番地

（　　　　町内）　　

氏　

名

フリガナ

連
絡
先

（　　） 性
別 男　　・　　女

生
年
月
日

明・大・昭　　　　　年　　　　　月　　　　　日生

既　

往　

歴

なし

・結　核　　　　　　　年頃

・胸膜炎　　　　　　　年頃

・肺　炎　　　　　　　年頃

・肺浸潤　　　　　　　年頃

撮影年月日 フィルム№

所見

住
所

浜田市　　　　　　町　　　　番地

（　　　　町内）　　

氏　

名

フリガナ

連
絡
先

（　　） 性
別 男　　・　　女

生
年
月
日

明・大・昭　　　　　年　　　　　月　　　　　日生

既　

往　

歴

なし

・結　核　　　　　　　年頃

・胸膜炎　　　　　　　年頃

・肺　炎　　　　　　　年頃

・肺浸潤　　　　　　　年頃

撮影年月日 フィルム№

所見

切 り 取 り 線

切 り 取 り 線

切

り

取

り

線

切

り

取

り

線

結核レントゲン検診
撮影票

　結核症状がないうちに早期発見するためには、
レントゲン検診が必要です。ぜひ受けましょう。
対象　65歳以上
※　40歳～64歳以下の人は、肺がん検診を９月

に予定しています。
料金　無料
日程　下記および裏面にあります。
※　昨年から場所が若干変更になっています。

近くの場所を確認してください。

　左の撮影票を切り取って使ってください。
※　太枠内を記入してください。撮影票が足り

ない場合は、会場にも用意しています。

　精密検査が必要な人には１か月後くらいにお
知らせします。通知がない人は「異常なし」です。

◎検診はどこの場所で受けてもかまいませ
ん。

◎ネックレスなどは外し、すぐに撮影でき
るような服装で受診してください。

◎健康手帳のある人は持参してください。

平成22年度結核レントゲン検診日程表（７月）
浜　　田

７月 時　間 場　　　所

21
日
㈬

 9:00～ 9:30 俵薬局前
 9:45～10:00 瀬戸見文化センター
10:20～10:40 紺屋町　ふれあい広場
11:00～11:15 再会駐車場
11:30～11:45 田中実酒店横（朝日町）
13:15～13:50 医師会館前
14:00～14:15 旧成人病予防センター前
14:30～15:00 浜田保健所
15:15～15:30 浜田市役所

22
日
㈭

　9:00～ 9:10 後野８町内公民館
　9:25～ 9:35 後野４町内公民館
　9:50～10:00 佐野小学校
10:15～10:35 石見公民館宇津井分館
10:55～11:05 河内集会所
11:20～11:40 国土交通省雲月寮前
13:00～13:20 浜田ビューティーカレッジ
13:30～13:50 緑ヶ丘相談室
14:00～14:20 ラ・ペアーレ浜田
14:30～14:50 県営住宅黒川団地４の３町内集会所
15:00～15:20 中山工務店駐車場

日程表は、次ページに続く…

平成22年度
結核レントゲン検診の

お知らせ

平成22年度
結核レントゲン検診の

お知らせ
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７月 時　間 場　所

23
日
㈮

　9:00～ 9:10 めさまし食堂看板前
　9:20～ 9:30 生湯町３町内公民館
　9:40～ 9:55 生湯町４町内会集会所
10:05～10:25 二反田団地集会所
10:35～10:55 長沢２町内児童館
11:05～11:15 秋田哲男様宅前（桜ケ丘団地）
11:30～11:45 ホワイト急便神在坂店前

26
日
㈪

　9:00～ 9:10 長見町２町内公民館
　9:20～ 9:30 石見公民館長見分館
10:00～10:10 西岡公民館
10:20～10:30 石見公民館細谷分館
10:45～10:55 三階町東岡公民館
11:10～11:20 三階町５町内公民館
13:00～13:10 野原２町内公民館
13:20～13:30 市総合福祉センター
13:40～13:50 竹迫４町内集会所
14:10～15:00 石見公民館
15:20～15:30 笠柄３町内集会所前
15:45～16:00 浜田浄化センター前
16:15～16:30 クボタ牛乳前

27
日
㈫

　9:00～ 9:15 福井集会所
　9:30～ 9:40 浜田高等技術校
　9:55～10:20 石原集会所
10:35～11:00 柴田畳店前
11:15～11:30 長浜公民館

７月 時　間 場　所
27
日
㈫

11:45～12:00 商港会館前
13:30～13:50 日脚児童館
14:00～14:30 周布公民館

28
日
㈬

　9:00～ 9:15 松本克己様宅前（内田町）
　9:25～ 9:45 美川公民館
10:05～10:15 一の瀬集会所
10:25～10:35 草森勝美様宅前（鍋石町）
13:00～13:15 櫟田原公民館
13:35～13:45 田橋上町内集会所
13:55～14:05 美川西ふれあいセンター
14:20～14:30 横山老人肉用牛センター
14:45～14:55 三浦和人様宅前(内村町牛谷公民館横)
15:10～15:20 門田地区公民館
15:30～15:40 JFしまね浜田支所津摩出張所
16:00～16:15 陽光台集会所
16:30～16:45 大麻公民館前

29
日
㈭

　9:00～ 9:20 下有福研修センター
　9:30～ 9:40 岡本酒店前（大金町大津）
　9:50～10:15 順興寺前
10:25～10:45 ＪＡいわみ上府支所前
10:55～11:10 フレンズスーパー前
13:00～13:20 久代公民館
13:40～13:50 国分自治会館
14:10～14:40 国府公民館
14:50～15:20 JFしまね浜田支所国府出張所
15:40～16:00 佐々木米穀店前（下府町）

７月 時　間 場　所

16
日
㈮

　9:00～ 9:30 老人福祉センター
　9:40～ 9:50 大斉集会所
10:00～10:10 野坂旧消防車庫前
10:20～10:35 野坂集会所
10:45～11:00 六歩谷集会所
11:10～11:25 金岡集会所
11:35～11:45 高内精米所
13:00～13:20 弥栄会館
13:30～13:45 稲代集会所
13:55～14:10 大坪センター
14:25～14:35 横谷集会所
14:45～15:00 小角集会所
15:10～15:25 交流センターかどた
15:35～15:45 日高集会所
15:55～16:05 青尾集会所

20
日
㈫

　9:00～ 9:10 畑集会所
　9:20～ 9:30 山賀集会所
　9:40～10:00 小坂集会所
10:05～10:15 西河内集会所
10:30～10:40 程原上集会所
10:50～11:00 程原下集会所
11:15～11:35 弥栄会館
13:10～13:40 西の郷ライスセンター
14:00～14:10 小熊集会所
14:20～14:30 下田野原集会所
14:40～14:50 上田野原集会所
15:05～15:15 熊の山集会所
15:25～15:35 谷集会所
15:45～16:00 老人福祉センター７月 時　間 場　所

12
日
㈪

　9:00～ 9:10 カットサロン勝美前
　9:20～ 9:30 東下久佐集会所
　9:40～ 9:50 旧ＪＡ久佐事業所横
10:00～10:10 河野信子様宅前
10:20～10:30 浄光寺谷バス回転場
10:40～10:50 久佐公民館（くざ会館）
11:00～11:15 上長屋集会所前
11:25～11:35 上組集会所前
11:45～11:55 大谷集会所
13:00～13:10 かたらいの家
13:20～13:30 青原集会所前
13:40～13:50 伊木集会所前
14:00～14:20 小笹集会所前
14:30～14:40 新開集会所前

14
日
㈬

　9:00～ 9:15 今福公民館（ふれあい会館）
　9:25～ 9:35 二タ村集会所前
　9:45～ 9:55 皆合　安田様宅前　※
10:10～10:20 追原郷集会所前
10:30～10:40 大元集会所
10:50～11:00 大屋勇様宅前

７月 時　間 場　所

14
日
㈬

11:15～11:25 植松集会所前
11:35～11:45 新原集会所前
13:00～13:10 美又国民保養センター前
13:20～13:30 越沢集会所前
13:40～13:50 入野集会所前
14:00～14:10 岩崎隆行様宅前
14:20～14:30 山田稔明様宅前
14:40～14:50 金田会館前
15:00～15:10 よりあい会館横

15
日
㈭

　9:30～ 9:40 ドライブイン山女前
　9:45～ 9:55 三葉寮前
10:10～10:20 若生まなびや館下
10:30～10:40 亀谷原消防詰所
10:45～10:55 栄和機工前
11:05～11:20 長田消防詰所横
11:30～11:45 波佐公民館（ときわ会館）
13:15～13:25 柚根集荷場前
13:35～13:45 横山義孝様宅前
13:55～14:05 小国公民館（おぐに会館）
14:25～14:35 みどりかいかん

７月 時　間 場　所

５
日
㈪

　8:30～ 8:45 芦谷集会所
　9:00～ 9:20 みのり会館
　9:35～10:00 小原集会所
10:30～10:50 大谷八幡宮下
11:10～11:30 市場集会所
13:00～13:20 東平原上集会所
13:40～13:55 下室谷集会所
14:10～14:25 上室谷集会所
14:35～14:50 中田常男様宅前

６
日
㈫

　8:30～ 8:50 松原集会所
　9:10～ 9:30 岡見駅舎
　9:40～10:20 岡見公民館
10:30～10:45 西の谷集会所
10:55～11:10 床並ゲートボール場前
13:00～13:10 的野集会所
13:25～13:40 黒沢集会所
13:50～14:00 井川集会所
14:15～14:25 上古和集会所
14:40～15:00 黒沢公民館
15:10～15:25 矢原八幡宮下
15:30～15:50 矢原集会所

７
日
㈬

　8:30～ 9:20 海石集会所
　9:30～10:00 谷集会所
10:10～10:25 今浦集会所
10:35～10:50 ゆうひパーク三隅
11:00～11:30 市役所三隅支所福祉課
13:00～13:30 中組集会所
13:40～14:10 古湊漁村センター
14:20～14:50 三保公民館
15:05～15:20 河内集会所
15:30～15:45 三隅保健センター

※　４月に配布した「各種健（検）診日程表」でお知らせした場所から変更になっ
ていますので注意してください。

７月 時　間 場　所

８
日
㈭

　9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所
　9:20～ 9:30 丸原センター
　9:45～ 9:55 しろつの生活センター
10:10～10:20 木田生活改善センター
10:40～10:50 重富生活改善センター
11:10～11:20 和田生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター

９
日
㈮

　9:00～ 9:10 本郷生活改善センター
　9:25～ 9:35 戸川生活改善センター
　9:50～10:00 岩畳生活改善センター

７月 時　間 場　所

９
日
㈮

10:15～10:30 越木多目的集会所
10:50～11:00 来尾集会所
11:20～11:40 早水生活改善センター
13:00～13:10 東都川集会所
13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター
13:40～13:50 西都川集会所
14:10～14:20 坂本構造改善センター

前ページから続く…
浜　　田

金　　城

旭

弥　　栄

三　　隅

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係（☎内線１６９）
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

平成22年度結核レントゲン検診日程表（７月）
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胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上 肺がん検診（予約不要）
　【Ｘ線検査】対象　40歳～ 64歳以下
　【喀痰検査】対象　50歳～ 64歳以下（必要者のみ）

実施日 受付時間 会場
三
隅

８月４日㈬ 14:30～15:00 岡見漁業振興会館
８月６日㈮ 14:30～15:00 海石集会所

大腸がん検診　　対象　40歳以上
　旭自治区では、集団の特定健康診査・後期高齢者健康診
査と同時に実施します。事前に容器を送付しますので、健
診当日に採便した容器を提出してください。詳しくは、旭
支所市民福祉課（☎�１４３５）にお問い合わせください。

実施日 受付時間 会場

旭

７月14日㈬
 8:30～10:30 市木生活改善センター
13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター

７月15日㈭
 8:30～10:30 重富生活改善センター
13:30～14:30 木田生活改善センター

７月16日㈮  8:30～14:30 旭保健センター

子宮頸がん検診（予約不要）　　対象　20歳～ 49歳以下
　医療機関で、子宮頸がん検診を受けることができます。
実施期間　７月１日㈭～平成23年２月28日㈪

受託医療機関 電話番号 住所
江木医院 �１１８１ 片庭町
中山産婦人科医院 �００７１ 殿町

実施日 受付時間 会場

浜
田８月25日㈬  8:30～10:00 ラ・ペアーレ浜田

金
城８月９日㈪

 8:30～ 9:00 かたらいの家
10:00～11:00 みどりかいかん

弥
栄８月18日㈬

 8:00～ 9:00 弥栄会館
10:00～11:00 老人福祉センター

旭

７月14日㈬
 8:00～10:30 市木生活改善センター

13:00～14:00 都川高齢者活動
促進センター

７月15日㈭
 8:00～10:30 重富生活改善センター
13:00～14:00 木田生活改善センター

７月16日㈮  8:00～14:00 旭保健センター

三
隅

８月19日㈭
 8:30～ 9:00 みのり会館
10:30～11:00 市場集会所

８月23日㈪
 8:00～10:00 岡見公民館
11:00～11:30 下室谷集会所

８月26日㈭
 8:00～10:00 三保公民館
13:00～13:30 市役所三隅支所福祉課

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受診
６時間前には必ず食事を済ませてください。午後からの
受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

　今回は、７・８月に実施する各種がん検診の日程を掲載します。９月
以降のがん検診日程については、４月に配布しました「平成22年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎内線１６９）
　各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

　平成22年度は、胃がん・子宮がん・
乳がん・肺がん・大腸がん・前立腺
がん検診を実施します。
※　今年度から各種がん検診は、無
料で受診することができます。

７・８月各種がん検診の日程

　

浜
田
保
健
所
で
は
、
手
の
震
え
・

体
の
動
き
が
鈍
く
な
る
・
ふ
ら
つ

く
・
脚
が
突
っ
張
る
な
ど
神
経
の

難
病
に
つ
い
て
、
症
状
や
療
養
生

活
お
よ
び
介
護
に
関
す
る
相
談
を
、

専
門
医
師
が
受
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
疾
患

　

神
経
内
科
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
・
脊
髄
小
脳
変
性
症
・
多
系

統
萎
縮
症
な
ど
）

診
察
医　
水
原
亮
さ
ん
（
島
根
大

学
医
学
部
神
経
内
科
）

日
時　
７
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
８
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
14
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
５
５
５
４
）

少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全

国
強
調
月
間
』
で
す
。

　

近
年
、
犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と

し
て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
犯
罪
が
生
ま

れ
る
の
は
地
域
社
会
で
あ
り
、
ま

た
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た

少
年
の
更
生
を
促
す
場
も
地
域
社

会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

そ
の
更
生
を
実
効
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
強
調
月
間
で
は
、
す
べ
て

の
人
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
、“
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
”～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
～
と
し
て
、
全
国
的
に
推
進
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
、
学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の

も
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
地
域
福
祉
課
）

　

７
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
全
国
強
調
月
間
』お
よ
び『
青

難
病
相
談

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

全
国
強
調
月
間

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラー
メン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　
など
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皆
さ
ん
か
ら
の
共
同
募
金
の
７

割
は
、
地
域
の
福
祉
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
自
分

の
町
を
良
く
す
る
」
た
め
の
運
動

で
あ
り
続
け
る
た
め
、「
組
織
・
配

分
・
募
金
・
広
報
」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
か
せ
て
も
ら

う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
16
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
江
津
商
工
会
議
所
３
階
大

会
議
室

定
員　
１
０
０
人

料
金　
無
料

前
座
ト
ー
ク　
毎
熊
浩
一
さ
ん

（
改
革
推
進
検
討
委
員
会
委
員

長
・
島
根
大
学
准
教
授
）

車
座
ト
ー
ク　
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
社
会

福
祉
法
人
島
根
県
共
同
募
金
会

浜
田
市
支
会
（
☎
�
０
０
９
４

　

・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
-k

yo
b
o
@

ham
ada-syakyo.com

赤
い
羽
根

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

国民健康保険加入者が入院した場合の窓口負担について
　国民健康保険加入者が入院したとき、医療機関で支払う金額が、自己負担限度額まで
となります。ただし、医療機関の窓口に保険証のほかに、「国民健康保険限度額適用認
定証」の提示が必要となりますので、入院する前に事前に申請してください。

（注１）
上位所得者世帯　国民健康保険料の算定基礎となる基礎

控除後の総所得金額が600万円を超える世帯
市民税課税世帯　上位所得者世帯を除き、同じ世帯の国

保加入者（世帯主を含む）のいずれかに市民税課税者
がいる世帯

市民税非課税世帯　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含
む）全員が市民税非課税者となる世帯

※　70歳未満の人で保険料に滞納がある場合は、認定
証の交付ができません。

　同じ世帯の国保加入者
（世帯主を含む）全員に
市民税がかかってない場合は、入院時
に支払う１食あたり260円の食事代が
次のとおり減額されます。

療養病床に入院したときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の
人については、１食あたり460円の食
事代が次のとおり減額されます。また、
居住費として１日あたり320円の負担
があります。

申請に必要なもの　保険証・印鑑
注意　今年７月31日までに認定を受けて

いる人が、８月から引き続き認定を受
けるためには、再度申請が必要です。

　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む）全員が市民税
非課税の場合、申請により「国民健康保険限度額適用・
標準負担額減額認定証」が交付されます。
（注２）
低所得者Ⅱ　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む）全

員が市民税非課税の人
低所得者Ⅰ　低所得者Ⅱのうち、その国保加入者（世帯

主を含む）全員の所得が一定基準額以下の人

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎内線１５８）・各支所市民福祉課（三隅支所は市民課）

医療費自己負担限度額（月額） 認定後の食事代

70歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分（注１） ３回目までの限度額 ４回目以降
の限度額

上位所得者世帯（Ａ）150,000円+
（総医療費－500,000円）×１％ 83,400円

市民税課税世帯（Ｂ）80,100円+
（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円

市民税非課税世帯（Ｃ） 35,400円 24,600円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分（注２）
自己負担限度額

外来（個人ごと） （外来＋入院）
低所得者Ⅱ

8,000円
24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

70歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

過去１年入院日数 １食につき
90日以下 210円
90日以上 160円

70歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 過去１年 
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
90日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

65歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 食費（１食につき）
市民税非課税世帯 210円低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ 130円

保
険
・
医
療
・
年
金
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
害
認
定
し
た
人
を

含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る

被
保
険
者
証
（
ふ
じ
色
）
は
、
７

月
31
日
㈯
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
８
月
１
日
㈰
か
ら
使
用
す

る
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

は
、
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
中
の
所
得
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
負
担
す

る
割
合
が
、
８
月
か
ら
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担

割
合（「
１
割
」ま
た
は「
３
割
」）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口

負
担
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
現
役
並
み
所
得
者

に
該
当
す
る
人
は
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
に
、「
一
部
負
担
金
の
割

合
」と
し
て
、「
１
割
」ま
た
は「
３

割
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

22
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

■
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
と
普

通
徴
収
（
納
付
書
お
よ
び
口
座
振

替
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
特
別
徴

収
は
、申
請
に
よ
り
普
通
徴
収（
口

座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
納
付
す
る
保
険
料
の
総

額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

変
更
の
手
続
に
つ
い
て

１　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

２　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
人
が

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所

得
税
や
住
民
税
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た
と

き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
で
、
現
在
入
院
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
入

院
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
認
定

証
の
申
請
手
続
が
で
き
ま
す
。
申

請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
、

毎
年
８
月
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
７
月
末
ま
で
が
有
効
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
１
２
２
・
１
２
６
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

現
役
並
み
所
得
者

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
１
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並

み
所
得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
は
「
３
割
」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
に
よ
り
「
１
割
」

負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
該

当
す
る
人
に
は
、案
内
を
し
ま
す
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て

　

講
演
会
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
「
命
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

身
近
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ

き
・
学
び
・
考
え
て
も
ら
え
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　
８
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー

ル
」

内
容

・
講
演
会　

真
屋
順
子
さ
ん
・
高

津
住
男
さ
ん

・
千
葉
紘
子
さ
ん　

ト
ー
ク
＆
コ

ン
サ
ー
ト

・
ペ
ン
ギ
ン
と
記
念
撮
影
♪
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
缶
バ
ッ
ジ
制

作　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
６
０
５
１
）

し
ま
ね
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０『
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
』

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

第
二
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
３
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
第
二
中
学
校
体
育
館

演
題　
ち
ょ
っ
と
心
を
か
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か

講
師　
宮
崎
保
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
バ
ン
ド｢

熱
と
光｣

代
表
）

第
四
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
40
分
～
11
時
40
分

場
所　
第
四
中
学
校
体
育
館

演
題　
ち
ょ
っ
と
心
を
か
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か

講
師　
宮
崎
保
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
バ
ン
ド｢

熱
と
光｣

代
表
）

つ
く
し
っ
こ
、
佐
野
っ
こ
子
育
て

人
権
高
座

日
時　
７
月
７
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
佐
野
小
学
校
体
育
館

演
題　
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権

高
座
～
親
に
願
わ
れ
子
は
生
き

る
～

講
師　
露
の
新
治
さ
ん（
落
語
家
）

第
三
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

人
権
集
会

人
権
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

場
所　
第
三
中
学
校
体
育
館

演
題　
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権

高
座
～
自
分
の
人
生
自
分
が
主

役
～

講
師　
露
の
新
治
さ
ん（
落
語
家
）

金
城
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
７
月
11
日
㈰

　

午
前
８
時
45
分
～
10
時
30
分

場
所　
金
城
中
学
校
体
育
館

演
題　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

浜
田
養
護
学
校
地
域
と
と
も
に
人

権
講
座

日
時　
７
月
26
日
㈪

　

午
後
１
時
15
分
～
４
時

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

演
題　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

・
第
二
中
学
校
（
☎
�
１
２
６
８
）

・
第
四
中
学
校
（
☎
�
０
８
１
３
）

・
人
権
市
民
グ
ル
ー
プ
つ
く
し
っ

こ　

山
本
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４
５
７
５-

３
７
７
５
）

・
第
三
中
学
校
（
☎
�
１
１
５
０
）

・
金
城
中
学
校
（
☎
�
０
０
４
４
）

・
浜
田
養
護
学
校

（
☎
�
２
２
０
０
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈮
～
平
成

23
年
３
月
31
日
㈭
に
実
施
す
る

次
の
事
業

１　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

２　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

３　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

４　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
～

50
万
円

募
集
締
切
日　
７
月
15
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
人

権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内
公

益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局
（
☎
０
８
５
４
�
５
５

１
４
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
４
�
５
５
８

９
）

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
後
期
助
成
事
業

を
募
集
し
ま
す

　

松
原
小
学
校
・
第
一
中
学
校
・

三
隅
小
学
校
・
三
隅
中
学
校
・
浜

田
ろ
う
学
校
の
通
級
指
導
教
室
合

同
相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

対
象　
小
・
中
学
生
と
幼
児
お
よ

び
そ
の
保
護
者
、
教
職
員

相
談
内
容

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
い

・
言
葉
の
発
達
が
気
に
な
る

・
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
発

音
が
気
に
な
る

・
言
葉
が
つ
ま
っ
て
話
し
に
く
い

・
聞
こ
え
て
い
る
の
か
気
に
な
る

・
集
団
行
動
が
と
り
に
く
い

・
見
え
方
が
気
に
な
る

・
そ
の
ほ
か

相
談
員　
浜
田
教
育
セ
ン
タ
ー
指

導
主
事
、
松
原
小
学
校
・
第
一

中
学
校
・
三
隅
小
学
校
・
三
隅

中
学
校
・
浜
田
ろ
う
学
校
の
通

級
指
導
教
室
担
当
者

申
込
方
法　
希
望
す
る
会
場
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
封
書
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
１
人
あ
た
り
１
時
間

〜
１
時
間
30
分
程
度

※　

相
談
日
時
は
、
申
込
み
の
後

に
連
絡
し
ま
す
。

浜
田
会
場

松
原
小
学
校
通
級
指
導
教
室

開
催
日　
７
月
17
日
㈯

第
一
中
学
校
通
級
指
導
教
室

開
催
日　
７
月
18
日
㈰

時
間　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

申
込
締
切
日　
７
月
12
日
㈪
必
着

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

松
原
小
学
校
通
級
指
導
教
室

　
【
〒
６
９
７-

０
０
２
２　

浅

井
町
１
４
１
５-

２
（
☎
・
▢ＦＡＸ

�
２
８
１
４
）】

三
隅
会
場

三
隅
中
学
校
通
級
指
導
教
室

開
催
日　
８
月
21
日
㈯

三
隅
小
学
校
通
級
指
導
教
室

開
催
日　
８
月
22
日
㈰

時
間　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈬
必
着

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
隅
小
学
校
通
級
指
導
教
室

【
〒
６
９
９-

３
２
２
５　

三

隅
町
古
市
場
４
５
０
（
☎
�
４

０
４
１
・
▢ＦＡＸ
�
４
０
４
４
）】

「
通
級
指
導
教
室
」

合
同
相
談
会

　

市
の
国
際
交
流
員
と
一
緒
に
、

ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
韓
国
の
夏
の

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
各

国
の
夏
の
過
ご
し
方
も
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
す
。

対
象
者　
ど
な
た
で
も

日
時　
７
月
31
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
三
保
公
民
館

定
員　
30
人

参
加
料　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
７
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑
さ

ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

世
界
の
料
理
サ
ロ
ン

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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　５月22日㈯、市陸上競技場で中国電力㈱主催の「エネルギア
ランナーズスクールin浜田」が開催されました。
　北京五輪男子マラソン代表の佐藤敦之選手ら６人の中国電力
陸上競技部の選手たちが、市内の小学生から高校生までの約
180人の参加者を対象に、各コースに別れて指導をしました。
　小学校低学年を対象とした「走って遊ぼうコース」では、約
50人に鬼ごっこやミニ駅伝などを通じて走る楽しさを伝え、中
学生・高校生を対象とした「競技力向上コース」では、国内一
線級の選手とともにトラックを走り一緒に汗を流しました。

　５月14日㈮、三隅公民館グラウンドで「ポニーの乗馬と犬と
のふれあい体験」が開催されました。
　これは、子どもたちが動物たちと触れ合うことで優しい心を
はぐくんでもらおうと、金城町の「かなぎウエスタンライディ
ングパーク」からポニーなどを迎えて行われたものです。
　この日は、三隅保育所の園児など約100人が参加し、ふだん
乗ることのない馬車体験などで楽しい時間を過ごしました。
　参加した園児は、「かわいいポニーや犬と遊ぶことができて
面白かった。」と笑顔で話していました。

　５月16日㈰、旭センターで、地元で活動する劇団どんぐりの
定期公演が行われました。
　演劇で地域を盛り上げようと結成されたこの劇団は、今年で
20周年を迎えます。
　公演では、時代劇「茶柱」と「引き裂かれた絆」が演じられ、
訪れた約300人の観客は、本格的なお芝居に涙する場面も。華
麗な舞踊も披露され、観客席からは終始温かい声援や拍手が送
られていました。

　５月23日㈰、「第６回小国の自然に親しむ会」が小国地区
で開催され、県内外から約350人が訪れました。
　この催しは、島村抱月顕彰の杜

もり

公園など小国地区を訪れた
人たちと自然を活

い

かして交流を深めようと、実行委員会を立
ち上げ、同公園で毎年この時期に開催しています。
　今年は、雨が降るあいにくの天候で、小国公民館での開催
となりましたが、参加者は地元の特産品販売や、餅つき体験
などを楽しみ、昼食には、地元山野の食材を使用した天ぷら
や煮物・豚汁などを味わいながら交流を深めました。

佐藤選手らと一緒に走る子どもたち

初めての乗馬体験はドキドキだったよ。

時代劇「引き裂かれた絆」を熱演

地元食材の料理がずらりと並ぶ会場

まちのわだい♥Town Topics

エネルギアランナーズスクール

地元食材を味わいながら交流
～第６回小国の自然に親しむ会～

笑いと涙  地芝居で地域を盛り上げる！
～第20回 劇団どんぐり定期公演～

動物たちと心のふれあい

かなぎ

はまだ

みすみ

あさひ
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　５月９日㈰、アサヒテングストンスキー場の駐車場で「市木
の春を味わう会」が開催され、約50人の参加者が採れたての山
菜を味わいました。
　当日は好天に恵まれ、山菜を採りながら歩いて会場へ集合す
る参加者も。会場では、青空の下、山菜料理やウドの炭焼き、
また藤の花やツツジの花・コシアブラ・ワサビなどの山菜を天
ぷらにして食べ、市木地区の春を満喫しました。

　５月４日㈷、毎年恒例の「ふるさと体験村春まつり」が行わ
れました。当日は、田ばやし・石見神楽などの伝統芸能の上演、
地元集落による出店が行われました。
　出店コーナーでは、餅つきの実演や「どぶろく」などの特産
品販売が行われ、多くの人でにぎわっていました。
　また、ヤマメのつかみ取りコーナーでは、子どもたちがびしょ
濡れになりながらヤマメを追いかけ、笑顔いっぱいで弥栄の春
を満喫していました。

　５月６日㈭、今福小学校（１・２・５・６年生）の児童26人
が、学校付近の水田を借りて、地域の人たちの協力のもと田植
えを体験しました。
　児童は裸足で水田に入り、学校区内の公民館や地元の高齢者
クラブの人たちの指導を受けながら、横一列に引かれたロープ
を目印に、もち米の苗を１株ずつ丁寧に植えました。
　この田植え体験は、ふるさと学習の一環として開催し、今後
は苗の成長観察や稲刈り、また、収穫したもち米で餅つきを行
う予定です。

　やさか郷づくり事務所では、ナラ枯れ病にかかった木を生き
ているうちに伐採し、切り株から新しい芽を再生させようと、
５月13日㈭、弥栄町三里の広瀬さんの裏山で、薪の切り出し作
業を行いました。
　当日は、浜田市や江津市の市街地で薪ストーブを愛用してい
る皆さんが集まり、広瀬さんに作業を指導してもらいました。
　今後も、持続可能なエネルギーである薪の利用を通じ、山と
まちのつながりの輪が広がることが期待されます。

揚げたての山菜を食べる参加者

子どもたちも神楽に熱中

地域の人たちと一緒に田植えをする児童

薪の切り出し

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

春の山菜を味わう！
～市木の春を味わう会～

薪
まき

を通じてつながろう

児童による田植え体験
～今福小ふるさと学習の取り組み～

ふるさと体験村春まつり

やさか

あさひ

やさか

かなぎ
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　和田公民館が、閉所した旧和田保育所の施設へ移転すること
になり４月25日㈰、地域住民が集まり移転式が行われました。
　これまでは、地区の生活改善センター内で公民館活動を行っ
ていましたが、地元からの強い要望により、同地区の中心で地
元小学校にも近く、利便性の良い場所への移転となりました。
移転式後には、まちづくり推進委員会の立ち上げも行われ、今
後は公民館を地域づくりの拠点とした取り組みが期待されてい
ます。

　亀山ライオンズクラブ認証35周年記念事業として、防
災資機材搬送車１台の寄贈を受けました。
　現防災資機材搬送車も亀山ライオンズクラブより平成
12年３月に寄贈を受けたものですが、荷台などの老朽化
が進んでいました。防災資機材搬送車は、消防隊の後方
支援に欠かせない重要な役目を担う車両です。今後の災
害に、最大限の活用をしていきます。

　渡文㈱弥栄工場は、弥栄で32年間西陣織の工房として操業し
ています。このたび、京都の本社で特別に復元した「観世流片
山家の能装束」が石正美術館で展示されるのに併せ、弥栄小学
校の子どもたちに「ぜひ、本物を見てほしい」と特別授業を行
いました。
　「西陣織の帯」をレンズで観察した子どもたちは、「キラキラ
する」「３Ｄみたい」と丁寧で繊細な帯の模様に感動していま
した。弥栄小学校では、今後も機

はたお

織り体験など、弥栄の西陣織
に親しむ体験学習を行っていく予定です。

　５月３日㈷、「第４回新緑探訪・歌碑めぐりウォーク」が波
佐地区で開催され、101人が参加しました。
　この大会は、金城自治区６公民館連絡協議会が金城三偉人
（能

の

海
うみ

寛
ゆたか

・島
しま

村
むら

抱
ほう

月
げつ

・岡
おか

本
もと

甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

）ウォーキング大会として
開催し、今回はチベット探検家・能海寛ゆかりの地を巡りまし
た。参加者はときわ会館前を発着点として、能海寛が詠んだ歌
の歌碑（10基）が建つ史跡や名所で地元ガイドの説明を受けな
がら、新緑の自然に包まれた約７㎞のコースをウォーキングし、
心地よい汗を流しました。

関係者による看板の取り付けが行われました

鍵を受け取る宇津市長

西陣織ってきれいだね

能海寛ゆかりの地をウォーキングする参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

地域づくりの拠点施設に！
～和田公民館 移転式～

能海寛の歌碑を巡る
～第４回新緑探訪・歌碑めぐりウォーク～

弥栄の西陣織を知っていますか

防災資機材搬送車を受贈

かなぎ

あさひ

やさか
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日および祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○７月の休館日　30日㈮

～予約には、パスワードが必要になります～
　利用する人は、「利用者カード」を作る際に
その旨をお知らせください。初期パスワードを
お知らせします。
【利用手順】

浜田市立図書館ホームページ
↓

蔵書検索
図書名や著者名を入力

↓
・蔵書の有無が分かります。
・貸出し中の場合は、予約ができます。

↓
パスワードなどを入力してください。
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大
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
な
ん
と
か
慣
れ
て
き
ま

し
た
。

　

高
校
ま
で
は
受
身
の
授
業
で
し
た

が
、
大
学
で
は
私
た
ち
自
ら
が
学
ば

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
違
い
に
少
し

戸
惑
い
ま
し
た
。
本
学
で
は
韓
国
・

中
国
や
ロ
シ
ア
の
文
化
を
学
ん
だ
り
、

政
治
や
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
と
、

様
々
な
講
義
が
あ
る
の
で
、
自
分
自

　

島
根
県
立
大
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
学
生
と
、
こ
れ
を

希
望
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
情
報
を

集
め
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
の
活
動
に
学
生
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
力
を
借
り
た
い
！
学
生

日
程　
第
１
回　

７
月
17
日
㈯

　
　
　

第
２
回　

９
月
18
日
㈯

　

今
年
４
月
に
着
任
し
た
西
藤
と
申

し
ま
す
。
京
都
出
身
で
、
山
陰
地
域

に
初
め
て
住
む
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
浜
田
の
文
化
、
食
べ
物
を
存
分

に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

さ
て
、
私
の
専
門
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
イ
ン
フ
ラ
産
業
の
規
制
政
策
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
あ
り
方
を

分
析
す
る
も
の
で
、
県
立
大
学
で
は

公
共
政
策
や
経
済
政
策
と
い
っ
た
科

目
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

や
従
来
か
ら
提
供
さ
れ
て
き
た
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
維
持
・

運
営
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
ま
す
。

　

あ
れ
ば
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ

て
も
私
た
ち
の
負
担
で
成
り
立
つ
と

い
う
市
民
の
コ
ス
ト
意
識
、
行
政
に

よ
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん「
言
う
は
易
し
」

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
一
人
の
浜
田
市
民
と
し
て
、

よ
り
よ
い
地
域
に
し
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

に
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
！
な
ど
、
学

生
が
活
動
す
る
の
に
適
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

　
（
☎
�
２
３
９
６
）

身
の
関
心
や
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
は
幅
広
く
学
び
、
そ
の

中
か
ら
深
く
学
び
た
い
こ
と
を
見
つ

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
地
域
振
興
を
目
的
と
す
る「
里

山
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
と
い
う
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
地

域
に
か
か
わ
る
こ
と
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
参
加
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
活
動
を
通
し

て
地
域
政
策
や
町
づ
く
り
を
学
ん
で
、

地
方
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

で
す
。
ま
だ
活
動
拠
点
の
弥
栄
町
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
体
験

を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

友
人
・
先
輩
・
先
生
方
や
地
域
の

皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
海
外
の
人
た
ち

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
大
学
生

活
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の

こ
と
に
挑
戦
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

⑳７月17日㈯　午後４時30分～６時
農や自然とのかかわりから考える、「よく生きる」
ことの探究と継承

⑨７月21日㈬　午後６時20分～７時50分
　『三国志』から読む中国文化
⑩７月31日㈯　午後１時50分～３時20分
イギリスと日本のバイリンガリズムに対する支援
や態度

⑫８月７日㈯　午後１時50分～３時20分
　司書は近未来型図書館の夢を見るか？
⑬～⑮８月28日㈯　午後１時30分～４時30分
コミュニケーション力を高める、自己表現力を高
める

場所　島根県立大学 講義・研究棟 中講義室３
※　⑫島根県立大学メディアセンター多目的演習室
※　⑳弥栄会館（弥栄町）
受講料　無料
申込方法　はがき・ＦＡＸ・メールで申し込んでく
ださい（大学ホームページからも申し込めます）。

申込み・問い合わせ先
　交流研究課（☎�２２０１・▢ＦＡＸ�２２０８）

総
合
政
策
学
部
１
年　
𠮷
田
理
紗

講
師　
西さ

い

藤と
う

真
一

vol. 81
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u.shimane.ac.jp

入
学
し
て
２
か
月
が
た

ち
ま
し
た

公開講座のご案内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

募
集
中

２
０
１
０
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
募
集
！

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
①
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日
本
画
家
石
本
正
（
90
歳
）
の
作

品
に
は
、
動
物
・
魚
・
鳥
な
ど
生
き

物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
作
品
に
も
、

生
け
と
し
生
け
る
も
の
へ
の
深
い
愛

情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
石
本
正
と
彼
を
感
動

さ
せ
た
日
本
画
家
が
心
で
描
い
た
動

物
の
作
品
な
ど
併
せ
て
約
70
点
を
展

示
し
ま
す
。
作
品
を
通
し
て
、
画
家

た
ち
の
優
し
い
眼
差
し
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

出
品
作
家　
石
本
正
・
岡
崎
國
夫
・

吉
村
和
起
・
池
田
知
嘉
子
・
西
野

陽
一
・
石
原
正
人

会
期　
７
月
３
日
㈯
～
９
月
12
日
㈰

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

岡崎國夫「とらのこ」（1958年）

《ギャラリー展示》
カラー魚拓作品展
　　７月３日㈯～ 16日㈮
鐘築等「の・ような似顔絵展」
　　７月17日㈯～ 30日㈮
石正美術館日本画教室作品展
　　７月31日㈯～８月13日㈮

《イベント情報》
館長・学芸員による「日本画動物園」
解説会
　　７月３日㈯　午後２時～３時
カラー魚拓教室
　　７月10日㈯　午後１時～４時
岡本樹憧七夕芙礼愛コンサート
　　７月10日㈯　午後７時～８時30分
石正寄席
（ゲスト：ジャンボ衣笠さん）
　　７月11日㈰　午後２時～３時
鐘築等　似顔絵を語る
　　７月17日㈯　午後２時～３時
第32回石本正絵画教室
　　７月24日㈯・25日㈰
刺し子教室★
　　７月31日㈯　午後１時～４時
★印は参加費用が必要です。
※　このほかにも催しがあります。
詳しくは、お問い合わせください。

　石正美術館では、ふるさとの素晴らしさを体感してもらうこと
によって、石見を好きになってほしい、そして感性を磨いてほし
いと願い、毎夏小学生を対象とした美術合宿を行っています。今
年も、８月７日㈯・８日㈰の２日間、石正美術館と若生まなびや
館（金城町）を会場に開催します。
　若生の森で沢登りをしたり泳いだり、魚をつかまえたり。大切
なことは「がんばらないこと」。そして、遊んだ「感動」を絵に
仕上げます。

対象　小学校１年生～６年生
定員　先着30人
料金　１人6,000円
申込み・問い合わせ先
　石正美術館(☎�４３８８)

子ども美術合宿「いわみ海幸山幸物語」
参加者募集

子ども美術合宿

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
日
本
画
動
物
園
」

を
開
催
し
ま
す
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現
代
美
術
を
通
し
て
“
子
ど
も
と

ア
ー
ト
”
を
つ
な
げ
る
。“
地
域
と

美
術
館
”
を
つ
な
げ
る
。
そ
ん
な
展

覧
会
、
そ
の
名
も
『
つ
な
い
で
ア
ー

ト
』
が
７
月
17
日
㈯
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

本
展
は
「
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

作
品
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
現
代
美
術
展
で
す
。

　

展
示
す
る
作
品
は
、
様
々
な
技
法

や
素
材
を
駆
使
し
て
制
作
さ
れ
た
体

験
型
の
現
代
美
術
作
品
で
す
。フ
リ
ー

ス
の
作
品
を
つ
な
げ
て
迷
路
の
よ
う

な
空
間
を
作
り
あ
げ
た
り
、
積
み
木
の

よ
う
な
部
品
を
つ
な
げ
て
部
屋
い
っ

ぱ
い
に
楽
し
い
造
形
物
を
作
っ
た
り

と
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
内
容
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ゆ
ら
ゆ
ら
モ
ビ
ー
ル
》

　

風
に
揺
れ
て
楽
し
い
モ
ビ
ー
ル
を

作
ろ
う
。

◎
７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
不
思
議
な
写
真
屋
さ
ん
》

　

カ
メ
ラ
を
使
わ
ず
に
作
る
写
真
。

暗
室
の
中
で
現
像
す
る
と
形
が
で
て

く
る
不
思
議
な
活
動
を
す
る
よ
。

◎
７
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

《
貝
が
ら
の
リ
ー
ス
作
り
》

　

貝
が
ら
を
使
っ
て
、
夏
ら
し
い

リ
ー
ス
作
り
を
し
よ
う
。

◎
７
月
17
日
㈯
～
19
日
㈷

●
参
加
費　
ひ
と
り
５
０
０
円

《
新
聞
ロ
ケ
ッ
ト
》

　

新
聞
紙
を
ま
る
め
て
発
射
台
を

作
っ
た
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
！

◎
７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
か
き
氷
パ
ラ
ダ
イ
ス
》

　

か
き
氷
に
お
菓
子
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。

暑
い
夏
を
ふ
き
と
ば
そ
う
！

◎
７
月
31
日
㈯
・
８
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

●
時
間　
午
後
１
時
～
４
時

※　

参
加
受
付
は
、
午
後
３
時
30
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　

５
日
・
12
日

展
示
替　

13
日
㈫
～
16
日
㈮

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
出
張
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

７
月
17
日
㈯
か
ら
開
催
の
『
つ
な

い
で
ア
ー
ト
』
展
に
お
い
て
展
示
す

る
作
品
作
り
を
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
美
術
館
を
つ
な

ぐ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
後
日
、
す
べ
て

の
作
品
を
屋
内
外
に
展
示
し
ま
す
。

※　

参
加
費
無
料
（
雨
天
中
止
）

◎
７
月
３
日
㈯　

土
曜
夜
市

　

現
代
美
術
作
家
・
大
林
さ
ん
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

◎
７
月
10
日
㈯　

土
曜
夜
市

　

ハ
ン
カ
チ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

●
場
所　
紺
屋
町
商
店
街
内

●
時
間　
午
後
６
時
～
８
時

★
ハ
ン
カ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
弾　
こ
ど
も
美
術
館
の
前
庭
を

ハ
ン
カ
チ
で
飾
り
ま
す
。

◎
７
月
24
日
㈯
～
８
月
15
日
㈰

　

中
で
も
、
特
に
今
回
注
目
し
て
も

ら
い
た
い
の
が
、展
示
室
の
壁
面
い
っ

ぱ
い
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
ビ
ー
玉
の

転
が
る
道
の
作
品
と
、
美
術
館
の
建

物
や
前
庭
を
何
枚
も
の
ハ
ン
カ
チ
で

覆
っ
た
作
品
で
す
。
こ
の
ふ
た
つ
の

作
品
は
、
地
元
の
企
業
や
商
店
街
・

子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
制
作

し
た
、ま
さ
に“
地
域
”と“
美
術
館
”

を“
つ
な
い
で
”で
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
代
美
術
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
刺
激

し
、
地
域
と
美
術
館
が
よ
り
輝
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
、
こ
の
機
会
に
来
館
し
て
く
だ
さ

い
。

会
期　
９
月
26
日
㈰
ま
で

★
ハ
ン
カ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
弾　
こ
ど
も
美
術
館
の
建
物
が

ハ
ン
カ
チ
で
覆
わ
れ
ま
す
。

◎
７
月
17
日
㈯
～
23
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://fiah.miracle.ne.jp/hama-b/

vol.163

有

料

広

告

『
つ
な
い
で
ア
ー
ト
』展

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
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まちかど
　　　伝言板

日　
７
月
24
日
㈯
（
少
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　
漁
港
周
辺

※　

今
回
は
、
サ
ポ
ー
ト
通
貨
「
神

楽
」
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

夏
休
み
に
富
士
山
の
ふ
も
と
で
、

全
国
か
ら
集
ま
る
日
本
や
外
国
の
青

少
年
が
活
動
・
生
活
を
共
に
し
、
国

際
感
覚
を
身
に
付
け
、
言
葉
を
越
え

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

富
士
登
山
・
本
栖
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
野
外
炊
飯
・

ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３

年
生

日　
８
月
４
日
㈬
～
８
日
㈰
（
４
泊

５
日
）

場　

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

定　
日
本
人
１
０
０
人
・
外
国
人
30

人
料　
出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
７
日
㈬

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

高
田
さ
ん
（
☎
０
３-

６
４
５
９-

　

４
６
６
１
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp

　

障
が
い
を
持
つ
人
（
子
ど
も
）
た

ち
に
、
楽
し
み
な
が
ら
心
身
の
発
達

を
促
し
た
り
、
家
族
同
士
の
つ
な
が

り
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
締
切
日　
８
月
31
日
㈫
必
着

※　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
７
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
・
ス
イ

ミ
ン
グ
教
室
・
親
子
活
動
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
種

類
・
程
度
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

問　
す
ぎ
な
会　

西
井
久
美
子
さ
ん

（
☎
�
２
１
９
８
）

　

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

育
児
の
楽
し
さ
や
悩
み
を
、
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
親
子
で
友
だ
ち
を
作
り
、
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　

広
場
と
は
別
に
、
園
児
と
ふ
れ
あ

う
ひ
ま
わ
り
交
流
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
10
分
～

※　

園
の
都
合
で
開
放
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

場　
原
井
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
、
各
自
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

料　

子
ど
も
１
人
６
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
）

　

１
家
族
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

申
・
問　
原
井
幼
稚
園

（
☎
�
０
０
７
６
）

まちかど
　　　伝言板

有

料

広

告
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募
　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

（
予
定
）

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

第
31
回
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
広
場

会
員

す
ぎ
な
会
（
障
が
い
児
を

持
つ
親
の
会
）
会
員

平
成
22
年
度
第
２
学
期（
10
月
）

放
送
大
学
入
学
生
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年
末
に
開
催
す
る
余
芸
大
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
５
日
㈰

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
め
だ
か
の
会　

柴
田
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
７
６
６
０
）

　

全
視
情
協
は
、
全
国
の
視
覚
障
害

者
情
報
提
供
施
設
（
点
字
図
書
館
）

の
団
体
で
す
。
あ
さ
ひ
事
業
所
で
は
、

全
国
の
加
盟
施
設
団
体
に
対
し
、
点

字
や
録
音
な
ど
に
よ
る
視
覚
障
害
者

へ
の
情
報
提
供
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容　
点
字
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
・

点
字
図
書
の
デ
ー
タ
化
・
本
を
パ

ソ
コ
ン
で
読
む
た
め
の
資
料
作
り

な
ど

日　
週
に
１
回
、
半
日
程
度

※　

参
加
で
き
る
人
の
都
合
に
よ
り

曜
日
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。

場　

島
根
あ
さ
ひ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
丸
原
）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
全
視
情
協
島
根
あ
さ
ひ
事
業
所

（
☎
�
０
４
６
６
・
▢ＦＡＸ
�
１
５
１

　

１
）

　

２-

２
２
８-

１
１
８
３
）

　

各
回
と
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

定　
先
着
80
人

申
・
問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
�
０
２
３
０
）

【
大
学
卒
業
等
程
度
】

航
空
管
制
官

受
付
期
間　
７
月
20
日
㈫
～
８
月
３

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
７
月
20
日
㈫
～
27
日
㈫
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈰

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

刑
務
官

受
付
期
間　
７
月
20
日
㈫
～
８
月
３

日
㈫

第
１
次
試
験
日　
９
月
19
日
㈰

入
国
警
備
官
・
皇
宮
護
衛
官
・
航
空

保
安
大
学
校
学
生
・
海
上
保
安
学
校

学
生

受
付
期
間　
７
月
20
日
㈫
～
８
月
３

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
７
月
20
日
㈫
～
27
日
㈫
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

魅
力
あ
る
人
と
は
？
第
１
回
「
魅

力
学
５
原
則
」
を
開
催
し
ま
す
。
浜

田
第
二
中
学
校
の
３
年
生
と
一
緒
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
７
月
12
日
㈪

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
15
分

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

夏
休
み
の
短
期
水
泳
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
無
料
バ
ス
の
送
迎（
国
分
・

周
布
コ
ー
ス
）
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
５
歳
～
小
学
校
６
年
生
で
、

第
１
回
は
、
25
ｍ
泳
げ
な
い
子
が

対
象
で
す
。

日　
第
１
回　

７
月
19
日
㈷
～
23
日

㈮　

５
日
間

　

第
２
回　

８
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

　

５
日
間

演
題　
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て

講
師　
齊
藤
千
恵
さ
ん
（
緩
和
ケ
ア

病
棟
師
長
）

日　
７
月
21
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

　
（
☎
�
０
５
０
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

第
５
回
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

素
人
余
芸
大
会
出
演
団
体

視
覚
障
害
者
へ
の

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
家
公
務
員

資
格
・
試
験

魅
力
学
講
座

教
室
・
講
座

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

第
17
回
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
市
民
公
開
講
座
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頑
張
る
の
が
介
護
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
そ
れ
よ
り
、
楽
し
む
こ

と
が
も
っ
と
大
切
で
す
。
介
護
が
楽

し
く
な
る
楽
技
（
ら
く
わ
ざ
）
介
護

術
を
教
え
ま
す
。

　

介
護
は
知
恵
と
工
夫
。
そ
し
て
力

学
に
か
な
っ
た
コ
ツ
を
知
る
こ
と
で

楽
に
な
り
ま
す
。
何
も
考
え
ず
に
、

や
み
く
も
に
動
か
そ
う
と
す
る
と
い

ろ
ん
な
無
理
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分

へ
の
負
担
・
相
手
へ
の
負
担
。
そ
の

負
担
は
精
神
的
な
負
担
に
も
な
り
ま

す
。
ワ
ザ
・
コ
ツ
・
コ
コ
ロ
、
三
拍

子
揃
え
て
楽
し
い
介
護
へ
！

対
象　
介
護
に
興
味
の
あ
る
人
・
従

事
し
て
い
る
人
・
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日　
７
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

定　
先
着
50
人

料　
１
、０
０
０
円

講
師　
青
山
幸
広
さ
ん
（
介
護
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

内
容　
講
義
と
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
実
技

申
込
方
法　
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
ほ
ほ
え
み
の
会　

齋
藤
さ

ん
（
▢ＦＡＸ
�
１
６
４
４
）

　

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
、
悩
み

も
様
々
で
す
。
子
育
て
真
っ
最
中
の

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

と
い
う
人
も
、
き
っ
と
新
し
い
視
点

に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た

自
身
の
明
日
の
た
め
の
、
温
か
く
そ

し
て
力
強
い
お
話
で
す
。

対
象　
思
春
期
の
子
ど
も
や
乳
幼
児

を
持
つ
親

日　
①　

７
月
17
日
㈯

　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　

②　

７
月
18
日
㈰

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
①
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

　
　

②
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

料　
５
０
０
円

講
師　
永
野
む
つ
み
さ
ん
（
人
形
劇

団
ひ
ぽ
ぽ
た
あ
む
代
表
）

※　

託
児
を
行
い
ま
す
。
定
員
が
あ

り
ま
す
の
で
事
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

安
全
祈
願
祭
や
魚
の
つ
か
み
ど
り
・

宝
さ
が
し
・
海
難
救
助
訓
練
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場　
国
府
海
水
浴
場

問　
市
観
光
協
会
国
府
支
部

（
☎
�
２
５
６
５
）

　

第
２
次
常
設
展
に
併
せ
、
戦
前
の

懐
か
し
い
教
科
書
・
雑
誌
・
レ
コ
ー

ド
盤
な
ど
を
多
数
展
示
。
蓄
音
機
・

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
実
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。「
夏
期
館
蔵
逸
品
展
」

で
は
、
漱
石
に
学
び
、
俳
人
で
あ
り
、

近
代
的
な
図
書
館
の
整
備
に
尽
力
し

た
郷
土
の
偉
人
、
厨
川
千
江
を
紹
介

し
ま
す
。

日　
７
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

保
護
者

日　
①
７
月
７
日
㈬

　
　

②
７
月
８
日
㈭

　
　

③
７
月
９
日
㈮

　
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

場　
①
旭
セ
ン
タ
ー

　
　

②
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

分
園

　
　

③
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
各
日
25
組

料　

１
組
５
０
０
円
（
保
険
代
含

む
。）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
・
す

ぺ
ー
す
21　

岡
本
さ
ん

【
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
２
２
４
（
電
話
は

午
後
４
時
以
降
）】

市
社
会
福
祉
協
議
会　

向
原
さ
ん

（
☎
�
０
０
９
４
）

　

乳
幼
児
と
親
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
チ
チ
ン
プ
イ
プ
イ
、

お
お
き
く
な
ー
れ
」を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
乳
幼
児
（
０
歳
～
４
歳
）
と

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

楽
（
ら
く
）
で
楽
し
い

介
護
術
勉
強
会

子
育
て
講
演
会

｢

こ
と
ば
よ
り
も
語
る
も
の｣

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

子
ど
も
と
大
人
が
か
か
わ
る

楽
し
さ
を
体
感
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業

「
見
る
・
聴
く
！
懐
か
し
い

教
科
書
や
レ
コ
ー
ド
盤
」
＆

「
夏
期
館
蔵
逸
品
展
」

～
漱
石
と
千
江
～

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
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車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人
と
、

楽
し
く
愉
快
に
笑
顔
で
踊
る
交
流
の

場
を
設
け
、
併
せ
て
支
援
者
の
養
成

を
図
り
ま
す
。

対
象　
車
椅
子
利
用
者
・
福
祉
施
設

職
員
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
レ

ク
有
資
格
者
・
レ
ク
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
（
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。）

日　
７
月
24
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

受
付　
午
前
10
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
４
８
４
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
の
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の

人
丸
石
碑
、
お
堂
を
訪
ね
る
散
策
会

を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

今
年
度
は
、『
し
ま
な
み
街
道
散

策
旅
行
』
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日　
７
月
19
日
㈷

場　
し
ま
な
み
街
道
（
し
ま
な
み
遊

覧
船
）・
西
日
光
耕
三
寺
・
平
山

郁
夫
美
術
館（
入
場
券
自
己
負
担
）

集
合
時
間　
午
前
６
時
30
分

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
40
人

料　
６
、０
０
０
円
（
朝
食
・
昼
食
・

遊
覧
船
・
保
険
代
）

※　

お
茶
・
お
や
つ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　
来
館
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

大
麻
山
で
昆
虫
採
集
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
サ
ヒ
メ
ル
の
学
芸
員
の
指

導
で
標
本
作
り
も
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
完
熟
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も

堪
能
で
き
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

日　
７
月
24
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

集
合
時
間　
午
前
９
時

集
合
場
所　
三
隅
中
央
会
館
三
浦
正

昆
虫
館

定　
先
着
28
人

料　
１
人
１
、０
０
０
円
（
バ
ス
代
・

農
園
入
園
料
・
保
険
料
）

※　

昼
食
は
、
各
自
で
弁
当
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

魚
の
仕
分
け
作
業
の
手
伝
い
・
競

り
・
魚
の
脂
質
測
定
な
ど
の
見
学
・

漁
業
に
関
す
る
お
話
・
七
輪
で
火
お

こ
し
・
魚
の
調
理
な
ど
を
し
て
、
お

い
し
く
試
食
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
５
歳
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

日　
７
月
25
日
㈰

　

午
前
６
時
30
分
～
11
時

※　

悪
天
候
に
よ
る
不
漁
の
と
き
や

出
漁
し
な
い
場
合
も
あ
り
、
予
定

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
４
号
市
場

定　
先
着
40
人

料　
５
歳
以
上
小
学
生
ま
で
５
０
０

円
・
中
学
生
以
上
１
、０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

七
輪
・
焼
ア
ミ
・
包
丁
・
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
岡
原
美
智
子
さ
ん

（
昼
☎
・
▢ＦＡＸ
�
２
９
３
７
・
夜
☎

�
０
３
４
７
）

　

江
戸
時
代
の
山
陰
道
と
参
勤
交
代

道
を
訪
ね
、
道
分
山
周
辺
を
散
策
し

ま
す
。
消
え
た
浅
井
川
と
山
陰
道
の

起
点
。
本
当
の
万
灯
山
は
旗
竿
山
？

追
分
の
道
標
を
見
学
し
、
消
え
た
街

道
の
痕
跡
を
探
す
楽
し
い
観
察
会
で

す
。

日　
７
月
18
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
50
分
～
正
午
過
ぎ
ま
で

散
策

場　
殿
町
周
辺

集
合
場
所　
市
役
所
裏
の
浜
田
川
周

辺
料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問　
建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
製
品
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
７
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判 　
（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

※　

和
紙
製
品
作
り
は
、
別
途
料
金

が
必
要
で
す
。
入
館
は
無
料
で
、

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス

新
曲
講
習
会

第
38
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

浜
田
公
民
館
研
修
会

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム

交
流
会
浜
田
港
探
訪
ツ
ア
ー

七
輪
持
っ
て
大
集
合
！
今
日
、

私
は
漁
師
さ
ん
＆
コ
ッ
ク
さ
ん

第
18
回
我
が
街
並
み

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
＆

第
１
０
３
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

　

　

　　

　



広報はまだ：平成22年７月号　　　38

日　
７
月
31
日
㈯

受
付　
午
後
０
時
30
分
～
（
予
定
）

出
港　
午
後
２
時

場　
浜
田
港
長
浜
３
号
岸
壁（
予
定
）

申
込
締
切
日　
７
月
８
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
乗
船
希

望
者
全
員
（
１
枚
５
名
ま
で
）
の

氏
名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
記
入
の
上
、
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
返
信
名
あ
て
に
は
、

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
乗
船

の
可
否
は
、
抽
選
の
上
、
返
信
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申　
浜
田
商
工
会
議
所
内「
海
の
日
」

海
洋
環
境
連
絡
会
21

【
〒
６
９
７-

０
０
２
７　

殿
町

１
２
４-

２
】

問　
浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

（
☎
�
０
７
７
０
）

　

海
と
砂
浜
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
浜

田
の
海
岸
で
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
８
月
22
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
～

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
①
男
子
の
部　

64
チ
ー
ム

　
　

②
女
子
の
部　

16
チ
ー
ム

　
　

③
混
成
の
部　

32
チ
ー
ム

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成

　

小
学
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

家
族
・
友
人
な
ど
と
一
緒
に
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上

日　
８
月
29
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
国
分
地
区
特
設

コ
ー
ト

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム
４
、０
０
０
円

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
10
人
ま
で

登
録
可
、
試
合
人
数
１
チ
ー
ム
５

人（
う
ち
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
１
人
）

交
代
自
由

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

①
男
子
の
部
３
人（
構
成
員
５
人
）

　

②
女
子
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
）

　

③
混
成
の
部
４
人（
構
成
員
６
人
、

男
子
の
登
録
は
３
人
・
出
場
は

２
人
ま
で
）

料　
１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
現
金
書

留
に
よ
る
受
付
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
４
５
８
）

　

深
入
山
（
１
１
５
３
ｍ
）
登
山
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
い
こ
い
の
村
ひ

ろ
し
ま
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も

楽
し
め
ま
す
。

対
象　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

日　
８
月
１
日
㈰
（
雨
天
の
場
合
は

８
日
㈰
に
延
期
）

集
合　
午
前
７
時
50
分

出
発　
午
前
８
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
深
入
山（
広
島
県
安
芸
太
田
町
）

料　
大
人
８
０
０
円

小
学
生
５
０
０
円
（
保
険
代
）

※　

弁
当
・
お
茶
・
お
や
つ
・
着
替

え
な
ど
、
各
自
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
前
売
券　

一
般 

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

学
生　
　

５
０
０
円

　
　

当
日
券　

一
般 

１
、３
０
０
円

　
　
　
　
　
　

学
生　
　

６
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

※　

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
利

用
も
で
き
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・

本
庁
文
化
振
興
課
お
よ
び
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
・
各
プ
レ
イ
ガ

イ
ド

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

場　
み
と
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

定　
先
着
24
人

料　
小
学
生
８
、０
０
０
円
・
中
高

校
生
５
、０
０
０
円
・
大
学
生
３
、

５
０
０
円
（
会
員
を
除
く
。）

事
前
交
流
会

日　
７
月
24
日
㈯

場　
海
の
見
え
る
文
化
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ

事
後
報
告
会

日　
８
月
21
日
㈯

場　
い
わ
み
ー
る

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

世
界
中
の
人
々
に
戦
争
の
愚
か
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
た
永
井

隆
博
士
の
精
神
の
継
承
を
使
命
と
し

て
、
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
浜
田
市

出
身
の
声
楽
家
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

下
垣
真
希
さ
ん
の
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
日
本
の
四
季
の
情
景
を
テ
ー

マ
に
し
た
唱
歌
と
美
し
い
歌
声
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
１
部　
浜
田
市
民
歌
・
ふ
る
さ
と

の
四
季
（
市
民
合
唱
団
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
）・
千
の
風
に
な
っ
て
・

さ
と
う
き
び
畑
ほ
か

第
２
部　
歌
語
り
『
わ
が
心
の
歌
長

崎
の
鐘
』
浜
辺
の
歌
・
浜
千
鳥
・

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
ほ
か

日　
８
月
８
日
㈰

　

大
自
然
の
中
で
、
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
、
新
し
い
友
だ
ち
と
思
い
き

り
遊
び
ま
せ
ん
か
？
み
ん
な
で
遊
ん

で
、み
ん
な
で
協
力
し
て
ご
飯
を
作
っ

て
、
み
ん
な
で
寝
て
、
み
ん
な
で
夏

休
み
に
最
高
の
キ
セ
キ
を
起
こ
し
ま

し
ょ
う
！

対
象　
小
学
校
２
年
生
以
上
（
身
の

回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る

人
）

日　
８
月
19
日
㈭
～
21
日
㈯

「
巡
視
船
い
わ
み
」

体
験
航
海

第
14
回
浜
田
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

第
６
回
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

in
海
浜
公
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

～
深
入
山
に
登
ろ
う
！
～

浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
事
業

『
下
垣
真
希
平
和
リ
サ
イ
タ
ル

２
０
１
０「
命
の
賛
歌
」』

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

～
ヒ
ト
ナ
ツ
ノ
キ
セ
キ

×
２
０
１
０
～
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申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日　
８
月
29
日
㈰

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
大
ホ
ー
ル

料　
Ｓ
席
７
、０
０
０
円

　
　

Ａ
席
６
、０
０
０
円

　
　

Ｂ
席
５
、０
０
０
円

　
　

Ｃ
席
２
、５
０
０
円

　
　
（
全
席
指
定
）

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。
当
日
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
８
月
22
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

七
夕
ス
ペ
シ
ャ
ル　
願
い
を
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
に
！

　

笹
に
み
ん
な
の
願
い
を
つ
る
し
て

ね
！

日　
７
月
１
日
㈭
～
11
日
㈰

10
年
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー

　

ア
ク
ア
ス
20
歳
の
誕
生
日
ま
で
、

笹
に
つ
け
た
み
ん
な
の
願
い
を
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
預
か
り
ま
す
。
10
年

後
、
願
い
が
か
な
っ
て
い
る
か
お
楽

し
み
！

日　
７
月
11
日
㈰　

午
後
３
時
～

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

ア
ク
ア
ス
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を

探
検
。子
ど
も
が
主
役
の
企
画
で
す
。

日　
７
月
17
日
㈯
～
８
月
31
日
㈫

（
お
盆
期
間
を
除
く
。）

　

①
午
前
11
時
～

　

②
午
後
３
時
30
分
～

定　
各
回
15
人

ア
ク
ア
ス
エ
コ
講
座

～
つ
な
が
っ
て
る
よ
山
・
川
・
海
～

　

自
然
観
察
を
行
い
な
が
ら
、
山
と

川
と
海
の
「
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

海
で
考
え
よ
う

日　
７
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

川
で
考
え
よ
う

日　
９
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

山
で
考
え
よ
う

日　
10
月
31
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

※　

３
回
連
続
で
参
加
で
き
る
人
を

優
先
し
ま
す
。

料　
無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp/

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夜
の
ア
ク
ア
ス

　

照
明
の
消
え
た
水
族
館
探
検
。
水

槽
の
前
で
宿
泊
し
ま
す
。
親
子
で
夏

休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
（
２
人
１

組
）

日　
①
７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　

②
８
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～
翌

日
午
前
８
時

申
込
締
切
日　
①
７
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　
　

②
８
月
３
日
㈫

定　
①
20
組
・
②
24
組

料　
２
、０
０
０
円
（
入
館
料
）

※　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
・
当
日

入
館
半
券
も
可
能
で
す
。

ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
察
会

　

夜
の
海
に
光
る
ウ
ミ
ホ
タ
ル
を
、

手
作
り
の
道
具
を
使
っ
て
採
集
・
観

察
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日　
７
月
31
日
㈯

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

定　
24
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
17
日
㈯

夜
の
海
の
生
き
物
さ
が
し

　

夜
の
海
で
休
ん
で
い
る
生
き
物
た

ち
を
観
察
し
よ
う
。
思
っ
た
よ
り
も

い
ろ
ん
な
生
き
物
に
出
会
え
る
よ
！

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日　
８
月
６
日
㈮

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

定　
24
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
23
日
㈮

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢

（
学
年
）・
性
別
・
代
表
者
の
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
ス
ク
ー
ル

名
・
開
催
日
を
明
記
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

申　
ア
ク
ア
ス
学
習
交
流
課
【
〒
６

　

９
７-

０
０
０
４　

久
代
町
１
１

　

１
７-

２
】

７
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
４
日
㈰　

西
村
神
楽
社
中

　
　

11
日
㈰　

美
川
西
保
存
会

　
　

18
日
㈰　

大
都
神
楽
団

　
　

19
日
㈷　

佐
野
神
楽
社
中

　
　

25
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
授

乳
量
の
不
足
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
の

で
、一
部
人
工
ほ
乳
を
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
間
、
次
の
時
間
帯
は
観
覧
を

休
止
し
ま
す
。

観
覧
休
止
時
間

　

①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

　

②
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

　

引
き
続
き
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

休
止
し
、
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
の
た
め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
７
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

※　

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
予
約
受

付
も
行
い
ま
せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
５
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,700 20,545 23,155 43,700
金 城 1,911 2,317 2,516 4,833

旭 1,420 1,546 1,671 3,217
弥 栄 725 733 816 1,549
三 隅 2,865 3,227 3,630 6,857
合 計 26,621 28,368 31,788 60,156

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　昭和44年から昭和45年に金城町の波佐・長田・小国で収集された民俗資料であ
る。このうち、農具・山

さんしょう

樵（山仕事）用具・紙漉
す

き用具・紡
ぼうしょく

織（糸を紡ぎ布を織
る）用具・運搬具・仕事着を中心とした山村生産用具758点が、昭和46年に国の
文化財指定を受け、食品製造貯蔵用具・食物調理調製用具・飲食用具を中心とし
た山村生活用具221点が昭和47年に県の指定を受けている。
　これら生産・生業・衣食住に関する用具は、中国山間部における人々の営みを
網羅的に知ることができるとともに、紙漉き用具など波佐周辺の地域特色を理解
する上で貴重である。
　昭和48年には、金城民俗資料館が建設され、用具の使用写真などと併せて展示・
活用が図られている。
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わがまち 再発見！

波佐の山村生産用具・波佐の山村生活用具
（国指定重要有形民俗文化財・県指定有形民俗文化財）


